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は じ め に

一倫理・社会は教育の総観的立場より－

会長徳久鉄郎

この序文を執筆しているころは、新らしい教職に就く志望の人々の何人か

にお目にかかっている時期であった。倫理・社会科の教師を求める学樹則の

要望は、一口に言って見識のある完成した教育家を求めていて、要点は教科v

における完壁さと生徒指導面での信頼性であった｡私の役目は､そうした各

都内高校長からの依頼に対して、お逢いした何人かの学生さんを推せんする

役であって、その趣旨をじゅんじゆんと話しているうちに、輝いている若い

眼の光が曇ってくるのを見てとって、こちらも悲しい想いがこゑあげてくる

のを禁じ得なかった。

倫理・社会科の宿命であろう力も教師そのものが、重い経験と学殖を必要

とする職業であることが前提であることのそのうえに、この科目はも初めか

ら、その職に就く方々に学校経営の一翼の大事な任務が負わされるよう運命

づけられている。それだけに、求める方も真剣に、その人を選ぶのであろう。

人間形成を口にする理想主義はだの情熱家も、対話をかわしているうちに

、人間をつくることそれのみを目的とする教育観では理論がかたわであるこ

とに気付き初めるのである。クラスの集団形成による集団理論を実地に展開

してわが教育理想を実現してみようと考えて、その構想を描き初めると現実

の個性との矛盾に逢着して、再構成を考えざるを得なくなる。学校長の経営

に参画して、学校運営に腕をふるう大局に立った教育観をとうとうと述べる

人もあるが、大てい足もとがぐらついていることをみすかされているのに気
－1－
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付いてとどのつまりは気持が萎縮してすくんでしまう。

倫理・社会科の先生は、社会科の教諭としての知的教育の研讃に加えて、

人間形成の実践への意欲と実行力、学校教育や経営への概括的な綜観的認識

が見透されていないと、目がねには叶わないらしい。しかも、行動は小児の

如く謙虚に、見識は太陽の如く赫いて、足どりは歌を口ずさむ程に郷やかで

････も ．，

このようなことを考えてきた時、ふと、私は、われわれ研究会の研究の最

近の傾向の中に、総観的な見方が次第に欠如してきているのではないかと気

付いた．学習指導要領の改訂を機会に、せんさくを累ねて行く各部P初研究

もさることながら、後期中等教育の全体的立場から総観的検討を、たえずく

り返しつつ、この科目の位置づけと足場を固めてゆきたいものと思う。

1971 ．2．13
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分科会参加者名簿

（○印は分科会世話人）
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○木村正雄 （都立葛飾野高） 高橋定夫

○小川輝之 （都立向島工高） 塚田哲男

伊藤駿二郎 （都立忍岡間） 岩尾央生

小川一郎 （都立荻窪高） 杉原 安

山口俊治 （都立錬馬高） 御厨良一

松崎千秋 （都立城北高)･ ’ 岡本武男

中村佑二 （都立井草高）

〔第2分科会思想の源流〕 計15名

○小笠原悦郎 （日大二高） 原 崇堆

：｡渡辺梧郎 （都立文京高(定））鷲見美雄

秋山 明 （都立葛飾野高） 増田 信

船本治義 （部立大崎高） 菊地 尭

，泉谷まさ （都立向丘高(定）） 斉藤 弘

山川重雄 （都立三田高(定)） 中島 清

海野省治 （都立江戸川高） 佐藤勇夫

坂本清治 （都立白鴎高）

〔第5分科会現代と思想〕 計23名

○渡辺 浩 （都立忍岡高） 佐藤 勲

○永上建郎 （都立四谷商高） 古沢英樹

石森 勇 （都立竹早高） 沼田俊一

剣持田世子 （都立一橋高(定)） 高野啓-一郎

村松悌二郎 （都立東村山高） 宮部 純

井原茂幸 （都立小平高） カエタノ。．；

寺島甲肪 （都立福生高） 甲谷 徹
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中村新吉 （都立大lll高） 小平 茂 （都立両国高）

尾I崎充昭 （都立南高） 田中正彦 （都立小石川高）

長竿 明 （都立久留米高） 吉原広明 （都立羽田高(定)）
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○吉沢正晶 （都立羽田工高） 金井 肇 （部立盤多摩高）

勝田泰次 （都立本所高） 佐々木政明 （都立燕宮高）

佐藤哲男 （都立江戸川高） 浅香育弘 （都立葛飾商高｡）

佐々木利幸 （都立本所工高)"m 武 （都立戸山高）

〔第ユ特別分科会改訂指導要領問題〕 計52名 （勤務校名省略）

○御厨良一川瀬吉郎細谷 斉木村正雄高橋定夫

○佐々木正明勝田泰次ド|!村新吉甲谷 徹金井 肇

○菊地 尭村松悌二郎佐縢 勲原 崇雄鷲見美雄

佐藤哲男渡辺梧郎石森 勇佐々木利幸龍原幸一

井原茂幸小川一ｦ郎小笠原悦郎寺島甲肪

高野啓一郎G･コンプリ塚田哲男渡辺 活

秋山 明中村佑二沼田俊一船本治義

〔第2特別分科会高校生問題〕 計58名 （勤務校名略）

○小川一郎勝田泰次森下恵三佐々木利幸中島 清

○中村佑二石森 勇井原茂幸村松悌二郎寺島甲祓

佐藤哲男船本治義渡辺 浩泉谷まさ増田 信

剣持田世子伊藤駿二郎秋山 明小川輝之岡本武男

高野啓一郎田中正彦塚田哲男高橋定夫渡辺 武

村寸正雄御厨良一沢田洋太郎佐々木誠明

細谷 斉金井 肇G､コンプリ宮部 純

原 崇雄中村新吉永上璋郎沼田俊一

－7－



I研究主題と研究体制

研究部長 中村新吉氏

研究副部長伊藤駿二郎氏
〔本年度の研究主題〕

「新学習指導要領をどう具体化するか」

〔研究主題の主旨〕

本会は、創立以来､瞼理･社会」教育の充実と発展のために、授業の実際
の立場から一貫して自主的な研究をすすめてきた。本会の研究活動の歴史は、
瞼理・社会」という全く新しい科目が高校教育へ定着するのと歩みをとも
にしてきたといえよう。附理・社会」教育が行われて8年、その定着化と
ともに指導内容の改善・目標や性格の再検討の必要性が論議されはじめた。
このいわば附理・社会」教育の反省期と機を一にするかのように、このた
び高等学校教育課程が全面的に再編成されるにいたった。今回の再編成にあ
たっては、特に附埋・社会lの改訂の方向が重視されたといわれる。倫社
という科目がこれまでの日本の中等教育の歴史においてかつてなかった新し
い性格のものであり、かつ高校教育の中でいわば少年期を迎えた段階で、倫
社教育の正しい育成と発展のために再検討されたことは適切なことといわね
ばならない。また現代の人類社会が、産業化・機械化・大期上・都市化など
に代表される状況に当面するに及んで、いよいよそれらのおよぼす結果へ反
省を加え、それらのもつ勘床を問いたださざるを得なくなってきた。現代人
ば、現代の社会・学問・フイヒ・政治などが人閥の存在とどうかかわり、どう
いう意味をもっているかについて鋭く問いかけをしはじめた。豊かな経済の
時代とともにやがてF心の時代」が鼓動しはじめているように思われる。
こうした状況の中で、倫社の学習指導要領も、これまでの教育実践や理論
研究をふまえた、反省的批判にたって、全面的《二再構成されたと考えられる。
現行の1号人間性の理測［人生観・世界観」 「現代社会の特質と人間関係」
が硯代と人間」 「人生観・世界観」礫約的に再編さ払そこにもられる

－8－
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べき指導内容も新しい感覚からの発想が期待されていよう。すでに現場にお

いては、数年来、 「人間性の理解」と「現代社会の特質と人間関係」とを有

機的に総合しながら、指導内容を展開することが試みられたり、また、指導

内容の研究においては、指導内容の深化・精選・集約化がさまざまな授業方

法との関連によって研究されてきた。これまで授業の実際を通して研究され

てきた方向が、今回、改訂された学習指導要領に基本的に反映されていると

象なしてよいだろう。

本年度の研究主題は、新学習指導要領が発表されたのを機会に、＜新指導

要領をどう具綱上するか＞という統一テーマに決定された。新しい精神の盛

られた新しい指導要領を主体的にうけとめて、今や具体化の一歩がふみ出さ

れた。この具体化が、とりもなおさず、授業の実際の改善と工夫とをうなが

すのに役立つであろう。とくに、新学習指導要領の解説が発表されたり、そ

れに準じた新教科書が世に出る前に、研究されたということは本会があくま

でも自主的な研究態度でもやて活動していることのなによりの証左である。

研究主題の具体化においては、生徒の学習能力や興味・関心、教室の実際

の展開や質問（応答）に即したものである必要がある、ということに留意し

、また学習指導内容のねらい（目標）が明確になるには評価はどうあったら

よいかという問題を解決してゆく手がかりをさぐるよう間砿した。また、新

しいあるべき倫社の方向をさぐるために、研究活動がいたずらに抽象的な議

論に終始したり、原理的問題にのみ走らないよう、あくまでも実際の授業に

おける倫社指導の新しい方途をさぐる手がかりとなるように、主題の具体化

がなされることをはかった。

なお、本年度は研究主題に即して研究活動を進めるとともに、 「改訂学習

指導要領中間発表案（倫理・社会）」についても研究し、それに対して意見

要望・代案を関係当局に提出する作業をも行った。また、高校教育のなかで

倫社教育を考えてゆくためには、生徒の実態に応じた倫社教育を確立してゆ

く必要があるという観点から、倫社の教師として高校生をどうとらえ、どの

ように高校生に対応していったらよいか、その方途をさぐる研究活動をも行
－9－
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つた。昨年あたりから、高校教育のありかたをめぐって、授業の内容やねら

い、評価のしかた、生徒心得のあり方が、多くの高校で生徒から問題提起さ

れた。そのなかで明らかになってきた高校生の意識や発想あるいは行動様式

には、われわれが真剣に取り組まなければならない多くの問題が内在してい’

るように考えられる。会員の多数の要望と研究活動によって、本年度の研究｜

主邇がはばひろい生徒理解にた｡て実際の教室のなかから､具靴されたこ ’
とを会員諸氏とともに喜びたい。また、わたくしたちのこの研究が教育の現

場でよりよい倫社教育・授業実践のために努力されている全国の先生方の参

考になれば幸いである。

〔研究組織〕

改訂学習指導要領の内容をいくつかのパートにわけて、分科会を組織する。

会員はそれぞれ希望によって、つぎの4分科会のいずれかに所属する。

第1分科会 明代と人間」 第2分科会 「思想の源加

第5分科会 槻代と思想」 第4分科会 「日本の思想」

各分科会は､,新指導要領のその目標や内容の取り扱いなどの部分をじゆう

ふんに検討し、全体的構想や精神を考慮しながら新学習指導内容を具体化す．

る。同時に､名分科会は、分科会の研究領域の年間指導計画案をいくつか作・
成する｡

第1特別分科会峨訂学習指導要領中間案の検討」

第2特別分科会 「高校生問題をどうとらえるか」

今年度は4分科会のほかに、上記2特別分科会を設置した｡第1特別分科

会は、改訂学習指導要領の中間発表案に対する卒直な批判や要望あるいは具

体的代案をまとめ、 「全倫研」要望書として関係当局に提出するための作業

活動をする。第2特別分科会は、昨年来から全倫研・都倫研の役員会や研究

大会（例会）などにおいて、昨今の高校生の意識や発想あるいは行動につい

て早急に研究する必要があるという大勢の要望にもとづいて、設置された。

なお、両分科会とも、客観的情勢の緊急性から、幹事会の承認をへて、 5月

から研究活動をはじめたり

－1 0－
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Ⅱ研究主題の具体化

田執筆上の基本的姿勢

1）研究主題が新学習指導要領を具体化する方途をさぐることにあるが、

本研究会の自主的な研究活動をふまえて、それぞれの執筆者は独創的視

点にたって新しい内容を自由に執筆する。

2）とくにく学習内容＞の具体的展開およびく設問とねらレシは従来の執

筆態度をまったく改めて書くことになる。すなわち、学ぶ高校生の資質

を考慮して、わかりやすく、表現ゆたかに展開する。理論的研究を、こ
、●

V

こで解説するものではなく、教科書スタイルで書く。とくに読む力、考

える力、表現する力をつける学習過程が行えるように、＜設問とねらい

＞を工夫する．

3）したがってまず、現行の学習指導内容以外にもられるべきだと考えら

れるもの、また一方で内容の精選の上から集約されたり、考えさせる上

からフクらましたりするものを選び出してゆく作業が必要である。端的

にいえばこれまでの教科書や資料集などの定形化されたものを否定し、

それらにとらわれないで、大胆に、愉社を飛び立たせようとする工夫と

意欲をもって執筆しあうことになる｡そういう心意気にたって堂堂E塾
室で使うことができるように執筆する。

図本文の構成

一④新学習指導要領をもとにしながら、年間学習指導計画案を具体化する。

（分科会割当て）

'）新指導要領では、個性のあふれるさまざまな視点からの多様な指導

計画や指導内容があってしかるべきだし、あるのが望まれるという方

向がでている。実際一本にしぼることには多くの困難と無理がともな

うので、 3～4通り位の案を作成する。

2）世話人が中心となって、各分科会の担当範囲を作成する。
－1 1－
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ろ）もるべき主な事項＝月、分野、分野配当時数、章内容、章配当llず数､’

節内容、節配当時数、節のおもな指導事項

4）具体案を作成する上で、たとえば、第1分科会では、 「現代社会の

特質」と「青年と人'剛形成」のいずれを先にするか、二つの章の指導

内容の融合あるいは独立をどうするか、その他指導内容の全体構成な

どによって、さまざまなものが考えられよう。

第2， 5， 4分科会では、先哲の基本的考え方中心、七つのものの

考え方の基本的問題中心、思想の歴史的展開中心、先哲の者作および

言行とを中心、などさまざまな立場からの取りあげかたが考えられる。

5）執筆は別紙用紙、世話人がとり種とめをする。

⑧年間学習指導計画案をもとにしながら、学習指導内容を具体化する。 ’

(個人割当て）

1）各人の割当枚数は割付原稿用紙（54字×27字行）91 8字で4 ’

枚キプカリとする。どうしても枚数を追加する必要がある際は世話人

との話し合いでおこなってください。

2）期限－46年1月10日世話人必着。

5）割付原稿用紙を使用する。

4）構成はつぎの順序とする。 （ ）の中におよその枚数わりふりを参

考としてあげたが、 《指導内容の具体的展開＞が最も多くスペースを

とることになる。

《重点的ねらい》 （士枚位） ◎各項目のなかで、さらに

《指導内容の具体的展開＞ （2枚位） 項目をわけるときは1.2．

〈設問とそのねらい＞ （1枚位） 5．．．とする。 1．2．5． 。。

〈発展的まとめ》 （背枚位） のなかで、さらに項目を

わけるときは①②⑤・・・

とする。

5）各項目の執筆の視点

○《重点的ねらい＞ とくに、このテーマを設定した理由、を取りあげ

－12－
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方、との関連で明らかにする。つぎに、ここのテーマ（人物、思想・

基本的考え方の問題・著作・主迩など）をここではどういう視点から

取りあげ、なにを学習させたい力、とくに重点とするねらいを明らか

にする。

○《指導内容の具体的展開》 ここは、前の《重点的ねらい》とちがつ

直接に生徒が読んで考えたり調べたり表現したりしてゆけるよう
、
、
’

て
に つまり教科書スタイル（～である調で統一）で執筆する。とくに

現行の教科書が解説的であるとか、総花的であるとかさまざまの批判

がある。そういう批判をふまえて、平易な表現でありながら、内容ゆ

たかで深く考えさせるにはどう叙述したらよいか、各執筆者は教科書

の著者になったつもりで執筆いただくところである。

枚数に制限があり、あれもこれも書きたいところをおさえて、内容

の取り上げ方の視点をいくつか定めてわたくしはこういう内容を思い

教えてみたいというところをフクらまして執筆することになる。

そして本文中に下線①(蕊､。。・・・の註をふして、考えさせたり表

現させたりする箇所を指摘し、つぎの《設問とねらい＞につなげるよ

うにする。こことつぎの項とが本研究の主眼である。

○《設問とそのねらい＞設問でなにをどう考えさせる力、を中心にし

て、ここでは苦心していただくことになる。これまでの教科書芯どの

研究問題あるいは問題集などの設問を研究し、評価のあり方とも関連

づけて、学習のねらいがはっきりするような調劃が具体的に設定され

ることになる。

設問は設問1 設問2。。・・・となる。設問のねらいはそれぞれの

設問文のあとにふす。

○〈発展的まとめ》 ここでは他の指導分野との関連づけを明らかにし

て、全体的にここにおけるテーマがどう位置づけられるか、あるいは

他の問題や思想、人物さらに現代人とのかかわりはどうか、といった

ことに答えようとするものである。まとめがこれで終りではなく、問

－1 5－



題はこれからどう深められ、どういう問題(二進んでゆくものであるか
’

ということで出発点としてのまとめという姿勢で執筆する。
－

（中村新吉記）

m本年度の研究活動の概要

《蕗ユ回 ＞ 6月18日（木） 総会・研究発表大会都教育会館
1）総会

挨拶 会 長 徳久鉄貝眠

決算の承認 ′ ’ 都立東村山高 村松悌二郎氏

事業計画．予算・新役員の選出 都立豊多摩高 金井 肇氏

研究事業計画・研究主題の提案承認 都立大山高 中村新吉氏

2）研究発表

「昭和44年度の研究の総括報告」 都立小平高 井原茂幸氏

「-マンガを通してゑた高校生の意識」 都立府中高 沼田俊一氏
5）講演

「今日から明日への展望一情報化社会の進展と人間存在の問題」

前学習院大学教授 清水幾太郎氏

《第2回 》 7月2日（木） 第1回例会都立鷲宮高校
1）研究発表

「改訂学習指導要領（倫理・社会）への批判と提言」
都立石神井高 P棚一生氏

2）研究討議

「改訂学習指導要領の問題点をめぐって」

都立赤城台高 御厨良一氏

都立鷺宮高 佐々木誠明氏

都立国分寺高 菊地 尭氏
5）講演

－1 4－
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「現代と人|剛 東京医科歯科大学名誉教授 島崎敏樹氏
4）分科会

分科会の結成、世話人の選出、分科会年間研究計画の決定

《第3回＞ 9月25日（金） 第2回例会都立江戸川高

1）公開授業

「エピクロスについて」 都立江戸川高 海野省治氏

2）研究協議

授業について

3）研究発表

噸流思想の取り扱いについて」 都立国分寺高 菊地 尭氏
4）講演

「ギリシア人の世界と思捌 都立大学教授 戸塚七郎氏

<第4回 》 ’0月29日（木） 第3回例会都立忍岡高

1）公開授業

「キルケゴールの思想」 都立忍岡高 渡辺 浩氏
2）研究発表

「現代思想としての存在調 洗足第一学園高 高野啓一郎氏
3）講演

「現代社会と人間の疎外」 東京大学助教授 谷島喬四郎氏
4）世話人会・幹事会

紀要9集執筆要領の樵寸・作成、各分科会研究活動状況報告

《第6回 ＞ 2月1日（月） 第4回例会都立墨田川高

1）公開授業

随元」 都立墨田川高 細谷 斉氏
2）研究協議

授業について

3）研究発表

「ケーテと東洋への遡 都立羽田工高 吉沢正晶氏
－15－



4）講演

「日本人の喫係枠一心理と思捌国学院大学講師 戸田義雄氏
5）幹事会

来年度の役員・事務局人事、分科会・研究大会等報告

なお<第6回 ＞（第5回例会）は、第1分科会の担当により、都立井

草高等学校において開催する予定である。公開授業は同校中村佑二氏の予定

であるが、講演ならびに講師、研究発表者は未定である。これまで研究活動

が？月をもって終り、次年度の6月総会まで事実上、研究例会がなかつたも

の我改善し、本年度は5月のく第5回例会＞をもって研究活動を終りとする

ことになる。このことは今年度の年間研究事業計画として総会において承認

されたものである。

以_L本年度における当研究会の研究活動の概要を記したが、各分科会の

研究経過の詳細については以下の分科会研究経過報告にゆずることにする。

今年腱は､すでに述べたように、陥理・社会」の新しい方向がうち出さ

韻、さまざまの論議をよんだ。当研究会は分科会ごとに活発に研究活動をす

すめ、いちはやく会員各自の経験と知見によって、自主的に新指導内容の具

体化を試みえたことはよろこびにたえない。執筆要領においても述べたよう

に、本紀要は、会員諸氏が、独創的視点にたって新しい内容を自由に展開し、
これまでの定形化されたものから一歩でも二歩でも脱却しようという心意気

でもって、工夫をくわえ、心魂を傾けて集大成されたものである。

とりわけ、教室で生徒と実際にとり組んでゆく学習過程がここに展開され

ている。その展開の仕方はさまざまの扱いかたにたってなされ、調聞（発問）

によって、どのようなことを生徒に考えさせ、どのようにして学習内容のね

らいを評価と関連づけるかという、これまで研究の手のまわらなかったとこ

ろを掘り起した。そういう意味で、本紀要は教室で、なにを、どう展開し、

どのような点をどのように問題とし、どう考えさせてゆくかという日常の指

導上の研究伴侶ともなり得るものと期待する○
－16－
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また、特別分科会活動によって、現代の高校生問題に精力的に取り組み、

その成果を「高校生をどうとらえるか」 （第1集）を小冊子にまとめ、高校

生理解にたったはばひろい教育研究ができたことも、本年度の研究活動の特

色といえよう。さらに、改訂学習指導要領I{､間発表案の検討、それへの意見

要望・代案を研究するに当っては、世話人のアイデアによって初の合宿作業

まで行って全倫研大会に提案しえたことは、倫社教育への旺溢する意欲を示

すほかのなにものでもない。

本紀要が研究活動の成果として、ここまでまとめ上げられえたことは、各

分科会が世話人を中心に精力的に活動し､加えて新しい抱負を堂って登場し
てきた新人が研究活動に新風をそそいだことに負うていよう。今や倫社教育

がいわばタルネザンス”をはじめなければならない重大な時が始っていると

思われる。その時に当って、時代と人間への新しい感覚による探究を失わず

に、根源的なところへ思索し、根源的なところから現実を照射する態度を、

われわれ自身がたえず掘りおこし合うならば、やがて、倫社教育の理念がさ

まざまに教室で花開く時が期待されよう。

（研究部長中村新吉記）
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Ⅳ分科会研究活動経過報告

＜現代と人間＞
世話人都立向島工高校

〃 〃都立葛飾野高校

小川輝之

木村正雄

今年度は、新しい指導要領の発表された年でもあったため、例年以上に活

発な討論が行なわれた。特に、本分科会では、現指導要領の「人間性の理解」
と「現代社会の人間関係」が「現代と人川ということに糖選され、より密
度の高い、生徒に密着した指導内容へと研究の方向が向けられていった。

第1回 7月2日 （木） 於鷺宮高校

○初会合のため、なごやかに自己紹介が行なわれ、世話人を選出した。

○研究の進め方について話し合った結果、毎月1回会合をもち、硯代と人

削について研究討論を進め、その成果を公開研究授業とともに発表するこ
ととなった。そして、次回まで指導内容を研究してくることとなった。
額2回 9月25日 （金） 於江戸川高校

o開代と人間」の指導内容について活発な討論が行なわれ、第1章人間
と社会(人間とは何か､現代社会の特寶､社会集団と人間関係） 第2章
青年と人間形成（青年期の意義と特徴、現代と青年の課題）と決定し、さら
に細かい指導内容を研究することになむた。

第5回 1明22日 （木） 於荻窪高校

○次のような研究発表、活発な討論が行なわれ、研究内容に深まりをみせた。
○杉原先生（東高）は、 「家族」をとりあげ､（ 1 ）家族の構成、形態につい

ては核家淵上による人間関係のプラ孫5.マイナズ面がありC交通災害や離婚

等）、法的側面より意識的側面をとりあげるべきだ。 （2）家庭生活も外部

からの情報によって人間関係の結びつきがこわれやすいとし、対話の必要を

説き、特に、地域の実態（共稼ぎ、パートタイマー等）にそくして行なわれ

るべきだと｡(5)老人問題にもふれ(4)家族楓能の単純化によって地域社
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会とのかかわりあいが必然にでてくるのではないか（公害など市民運動等）。

伊藤先生（忍岡高）は､ （1 ）学校生活と人間関係についてHR，クラブ活

動の人間関係を真に民主的にその機能を果すために、また、教師と生徒の人

間関係の根本を、さらに、異性との交友も男女の人間関係のあり方とじに根

本的に考えさせるべきだとし、（2）地域社会と人間関係についても新しいコ

ミュニティの創造が必要だと。（5）職業集団と人間関係については、職業の

倫理を中心とし、 ヒューマンリレーシヨンばかりでなく、職場で対立をのり

こえていく側面も必要ではない力、と。

o小川先生（荻窪高）は、青年期と人間形成について（1 ）青年期の位置づ

けとして特に、法的に青少年法や選挙権の面から、社会的には経済的能力や

慣習などからも考えるべきだとし、青年期の特徴としては、政治的教養や行

動の面からも考えるべきだと。 （2）現代と青年については、価値観の変化

を中心に、生きがいの問題などを課題として考えさせるべきだ、と。

○木村先生（葛飾野高）は、人間とは何か、について、行動科学の成果をも

とにとりあげて、全人的なものへと発展させるべきだ、と。

これらについて活発な討論が行なわれ、大変実りのある研究会であった。

第4回 12月15日 （火） 於葛飾野高

○いままでの研究の積みかさねから、さらに、指導内容の具体化を進めてい

くなかで、別記のような指導内容が考えられるとし、結局、三つぐらいの案

にしぼられていった。特に、指導項目の曹制や指導内容の取扱かいについて

熱ぽい討論がかわされた。

○紀要9号の執筆分担を決定し、 1月1 0日までに原稿をもちよることとな

った。

○次回は、 5月上旬ごろ、井草高で研究授業及び研究発表を行うことになっ

た。

以上のように、第1分科会では会員諸氏の出席率も大変良好で、しかも夜

おそくまで活発な討論がかわされた。その成果は、必ずや都倫研の大きな潮
となってあらわれることを期待している。 （木村記）
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’ ＜思想の源流＞
世話人都立文京高 渡辺梧郎

〃 〃私立日大二高J笠原悦郎

わたくしたちの分科会は､秋山.船本両副会長先生をむかえ、また増田元
事務局担当、それと対照的に、泉谷・山川・海野・原などの新進の諸先生を
まじえての、バラエティーにとんだメンバー構成となりました。
新指導要領の改訂の趣旨を考えて承るとき、どこが魅力のあるパートか、
これが分科会参加の尺度となるはずである。偲想の源澗は、比較的に、r ■

その扱う思想家、その内容は具伽勺老はっきりしている。しかし、このよう
なとりつきやすい反面、どのようなとりあげ方がのぞまれるか、この点にな
ると、そこにむずかしさもないわけでもない。この点が、終捻共通の関心
となり聞電として、とりあげられた。

第2学期のはじめ、 9月5日（土）に､都立文京高校で初会合をもった。
この日、今後の研究滴動方針の打ち合わせをやった。
『｡』題点をあげておこう。

（1）ギリシヤの思想をとりあげる際に、まず第1に従来とりあげられて
いた自然哲学者、ソフイストをどのような扱いとするべきか。第2に

ソクラテス・プラトン・アリストテレス、この5人の扱いをどのよう
にするべきか、ｿｸﾗﾃｽ1人で代表させ､プﾗﾄﾝとｱﾘｽﾄﾃﾚ

ｽの必要なところをつけたすか、それとも、プラトンでまとめるべき

か。第3に、ストア派とエピクロス派のとりあげ方をどうするか。
以上の点については、この方面で造詣が深い秋山副会長にご検討を
ねがうことになった。

（2） 中国の思想をとりあげる際に、儒学の思想に対照的な道家の思想を
どのように扱うべきか。 ‘

（3） ギリシアの思想、キリスト教、仏教および儒学のこの4つをどのよ

うに組承あわせるか、である。たんに4つを並べるというわけにはい
－20－
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かないはず。東洋と西洋とにわけるか、それとも、宗教とそうでない

ものとにわけるか、まえの「現代と人間」とのあとをうけ、また、つ

ぎの「現代と思捌との結びつきを考慮したら、そこになにか工夫が

できないか。

以上の課題をもって、それぞれ考え、次回、菊地尭先生（都立国分寺高）

の発表をねがうことにする。

菊地先生の発表をかね、 9月25日（日）、第2分科会担当の月例会が、都

立江戸川高校でひらかれた。先生は、源流思想の性格を、時間を超えてわれ

われに投げかける問題をとりあげることで、指導内容の選択と構成の視点と

された。そしてつぎのように具体的に示めされた。 、．

（ｨ)「思想の普遍伽の理解（ﾛ)階学へのいざない」 例「価値観確立へ

の発心」 （二)除教と人生の問題」 ㈱「その他」などにふれ、さらに「ギ

リシアの思想」の私案として、哲学的な考え方（智への愛）を中心の展開例

をだされた。このような扱いのほかに、キリスト教と仏教を［人生における

宗教の意味」として、また儒学を「倫理的価値と人格形成」としてとりあげ

る指導計画のあることも示唆された。

12月20日 日大二高において、執筆要項にしたがった具体的な分担を行な

った。共通理解として、偲想の源刷は、哲学的°倫理的に、思想の入門

編であるから、やさしさを試みようとした。そして､第1節に、 「思想のめ

ばえ」として、西洋と東洋の哲学的思索の訓練部分をおき、第4節に「東洋

人と西洋人の考え方」をおいて、第2には倫理と実践」 第3に脳界宗

教の成立」とし全体の筋を通すことになったく目次を参照されたい>b

偲想のめばえ」では、哲学の誕生、哲学の意味哲学的なものの考え方

をとりあげ、剛代と人間」と「人生観・世界観」とのつなぎを考慮し、し

かも導入としての役わりもはたすこと、さいごに、西洋的なものの考え方と

東洋的ものの考え方という視点で、東洋と西洋との比較を、日本人としてい

つも考えて学習をすすめるよう配慮することでまとまり、分担した。

（小笠原記）
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I票惠秀詞雲｜ 〈現代と思想〉
世話人都立忍岡高校 渡辺浩

〃 〃都立四谷商高校永上建朗

7月2日駕宮高における都倫研第1回例会後第三分科会は表記の1略を以

て構成され、 「改訂指導要領“現代と思想”の領域の具体化」の問題をテー

マにその具体案について夏休象中に検討することを会員各自の課題とした。

＜第1回例会＞9月10日（木）於都立四谷商業高校 8名

宮部女史（京橋高）の研究発表。定時制の男生徒の生々しい生活体験の紹介

厳しい状況に生きる特異な生徒の指導面で“ 年代の倫社”はどうあるべき

という大きな問題提起がなされた。次に高野氏（洗足一）は（1）改訂指導要

領の主眼点をどのように理解したらい上か。（2）その問題点と課題（5）把え

方の提案の三項目に亘り詳細に要点を分析された。これをめく・っての討論で

倫社指導に承られる二つの傾向が指摘され〔（教養的・思想史的）と（主体

的側面） 〕後者に重点を措くべきことに一致した。最後に沼田氏（府中高）

’‐よって高野案の骨子をふまえた具体案が提示された。 （本文後出 これ

は知、情、意の上に立って対照的に項目を設定した独創的なものであり、討

論白熱、殊に科・芸・宗・倫・哲の関係について参加者間にも見解の相違が

められた｡ (人生観と世界観・存在と当為・弁証法の解釈・理性と信仰など

をめぐって）内容設定・分類の仕方に工夫の余地がある(ex・宗と科）。

次回は更に対案をつくってくるということで散会した。

＜第2回例会＞10月2日（金） 於都立四谷商業高校 6名

前回の討議にもとづき今回は先づ永上（四谷商）が具体案を発表した。これ

は陛本的なものの考え方」を軸としながらl近代的人間観とⅡ現在の人間

観と(二分けそれぞれにIについては (1)哲学的・倫理的(2)科学的 （8凉教

芸術、Iにはいわゆる従来の現代思想を配置し、各項目に留意点（伝統と革

新、多欄上と調和・・・）を列挙し、且つ歴史的展開も考慮したものであった。

次に寺島氏（福生高）による具体案の発表。以下概要を特記したい。
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まず、近代から現代の思想を全部同じ現代の次元におろして終い､勿論､思想

簿］考慮錯干おこなうこととし、西洋の思想の源流、東洋思想の源流、日本

の思想を学んだ後で「現代と思捌を取り扱うが、その視点としてA現代社

会の特質4項目及びB日本人の思想的諸傾向（直観的、現実主義的、権威主

義的、非主体的など15項目）が指摘され、これをふまえて概要下記のプラ

ンが示された。

現代と思唄の展闇（寺島）
近代から現代の思想を全部同じ現代の次元
におろして終う。勿論、思想史的考慮は若

現代と思想

千おこなう。
(現代社会の特質）．
’ ･資本主義

2．政治（保守的）
3．社会生活

（義理・人情）
4．教育（学歴）

し

－

西洋思想の源流

1 ．ギリシアの思想

arete. eros. phi lia
＝＝今

2.．キリス上教の思想

agapg phi l ia
保守的・封建的要素
（日本人の思想的傾向）
1 ．自然主義的
2．美的・情緒的
3．直観的

4．現実至義的
5．実震『
6．非論理的
（言あげせぬ。

理窟を嫌う）
7．受容性
（思想の雑居性）
8．模倣性

9．寛容性

10．全体主義的
11．掴或主義的

’2．涯葎丙-号

題:鬚誌誇自
（罪→恥）
15．保守的・封建的
非民主的

東洋思想の源流

1 ．卜‘§.学の思想
仁．義．礼．智．信
一
一

当
一

2．仏教の思想

混薬と八正道

空と鰍

日本の思想

1 ．古代日本人の思想

清明心・神道
2．日本仏教の思想
日本人の信仰
3．日本儒学の思想
敬・誠・孝

＝=今
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第2章 現代と思想

第1節人間性の尊重

1． ルネサンスと宗教改革一人間性の自覚、信仰と良心
2． 現代のヒューマニズム－正義と非暴力、平和と人類愛
3・ 日本の平和主義－内村鑑三・戦後の平和主義

第2節科学的・合理的精神
1． 合理主義－デカルト

2．経験主義一ベーコン

5．観念論一カント・ヘーケル''
4．唯物論一フォィェルバッハ

5． 西田哲学

第3節市民社会の倫理

1．民主主義の倫理一人権・社会契約説（ロック，ルソー）
自由と責任（カント ヘーゲル）

日本の民主主義（福沢，吉野，日本国憲法）
2･資本主義の精神一利潤と労働（カルビン，アダム・スミス）

功利主義

3．社会主義の精神一調除価値と労働（マルクス）
唯物史観

資本主義社会民主主義
4･日本の社会主義一明治、昭和初期、戦後

第4節現代'ﾆおける人間の生き方
1･主体性の確立一実存の追求（キルケゴール、ハイデツカー）

空海

2真・善・美・聖の追究一人生観・世界観の確立、徳の体得
3.日本人の思想的課題一正義・友愛・自由・平等・ヒューマニズム

国民としての自覚、フロンティア精神

－24－
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寺島案は分野にこだわらず広く自由にとり上げている総合案であり、これを
めぐって活溌に意見が交わされた。

この間10月29日（木）都倫研第3回例会に際して第二分科会を代表して高野

氏（洗足学園第一）によってα現代思想としての存在論”の研究発表ならび

に渡辺浩氏（忍岡高）によってキルケゴールの研究公開授業が行われた。

＜第3回例会＞11月14日（土）於都立忍岡高 4名
研究経過の集約と反省を行い、執筆分担の話し合いを進めた。

具体案の作成にはさまざまケースが考えられるところからかなり独負雌で充
実した発表がなされ､大変有意義であった｡た壁日程を検討しっ上皇を重ね
ていくという点で都合がつかず充分の意見交流と調整が行なわれたと言い難
い。 （永上記）

0
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唖ヨ ＜日本の思想＞
世話人都立墨田川高校細谷 斉

〃 〃都立羽田工高校吉沢正晶

第4分科会く|ﾖ本の思想＞の研究参加者は9名であったが、当初予定した程
の研究活動は出来なかった。参加者の勤務上の都合や会場の地のりなどなか
なか思う様にならなかったためである。
第1回研究会9月3日（木）於墨田川高校参加者浅香佐藤細谷
吉沢日本の思想の中でどのような指導をしているか各人の実践を出し合い
、それを基にして分科会としての研究方針について話し合った。日本の思想
の中で必要不可欠な人物や思想､さらに強議すべき事柄や人物を検討した。
その結果吉沢先生の原案をモデルとして、主に原典引用の指導法を考えるこ
とに決定した。

第2回研究会10月221J（木）於江戸川高校参加者佐々木佐藤
細谷実質的な討議は出来なかった。

~3回研究会1 1月27日（火）於墨田川高校参加者佐々木体藤
細谷時間的に無くなってしまい実質的な討議は出来なかった。
第4回研究会12月10日（木）於墨田川高校参加者金井佐藤細谷
吉沢久しぶりに4名が集り、第一回の時の方針に従い、執筆上の留意点や
方法について話し合い、執筆項目を分担した。日本の思想は今回の指導要領
の改訂で独立の章となり、その位置づけが重くなったが、その指導内容につ
ては困難な点え､多い。その理由は一言で言えば、日本の思想の場合には体系
的客観的な教材内容が未だ確立していないからではないかと思う。この様な

事からも指導要領で、今後の思想的課題を日本の思想の終りの部分で考えさ

せるというのは実にむずかしい問題であるように思われる。今後の研究に待

ちたい。あまり活溌な交流と研究は出来ないままに終ってしまったが、遠い

所をお出かけ下さった先生方には厚くお礼を申し上げる次第です。今後とも

お互いに一生懸命学んで行きたいと思います。 （細谷記）

－26－
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先哲の著作および言了中心の年間指導計画の一案

これはつぎのような視点から、その特色を出すようにした一例である。む

ろんのこと、とりあげる人物や著作については、これに限らず取捨選択の種

々の例が考えられるはずである。

1． 日本古来の考え方がどんなものかを知るために、文献批判的用意は持ち

ながら、 「古事記」の日本神話をとりあげ、他の民族の原始的思想とも比

較しながら、人間のものの考え方の基本的問題を扱う。

2．聖徳太子における儒仏思想の受容と理腿その日本文化創業の基本思想

を扱う。 ’’

5． 日本人の仏教の受け入れ方やその人と人生観という視点に立って、仏教

思想家のおもな人物をとりあげる。

4．儒学と日本人のこころとどうとけあったであろう力、日本人の儒学のう

けとめ方をおもな思想家についてみる。

5． 国学の意味と、日本人の民族的心情を理解させるようにする。

6． 近代日本の萌芽一幕末維新の先覚的思想家をとりあげる。従来一般に

はあまりとりあげられなかったところであろうが、日本の思想史の上でも

大きな転換期の鋭敏な先覚的思想として、また全人格体験の表現が残され

ているものとして、陥理・社会」の目標に照らして重要な人物の例をと

りあげる。

ス近代日本の先覚者として、明治以後の代表的思想家をとりあげるに当た

っては、従来一般にとりあげられてきた西田幾多郎の難解な哲学理論にか

えて、高校生の読書と理解力と現代に生きる問題意識の上で、むしろ適切

と思われる夏目漱石のエゴイズム克服の思想遍歴をその著作の中に見るよ

うにとりあげることを考えた。

以上従来の学習内容についての反省に立ち、また目標に照らして、いくつ、

かの特色を出した指導内容の事例をあげてふた。第’ 、第2節、および第6、

第7節にその特色があろう。 （吉沢記）

－27－



鴬

I章二壽砺冠薑’ ＜改訂学習指導要領＞
世話人

〃 〃

〃 〃

都立溌宮高校

都立国分寺高校

都立赤城台高校

佐々木誠明

菊地 尭

御厨良一

《分科会の目的＞

学習指導要領の中間発表に対する全倫研及び都倫研の意見書の原案作成と
いう目的をもって、都倫研内に設立されたものである。この目的に従って、
われわれは次のような方針をとった。 ‘，

1． われわれがさきに提出した学習指導要領改訂についての要望書がどれほ

どとりいれられているか、両者を比較検討することによって、あらたに要
望する事項はな'‘,か。

2． 中間発表についてジャーナリズムやいわゆる進歩的といわれている人た
ちは、どのような批判をしているか｡その批判についての検討を充分行う
ど要がありはしないか。

5・文部省側の意見を、直接に聞く必要がありはしない力も
以上のような研究の方針にもとづいて、分科会で充分の討論をしたうえで、
原案を作成したい。その原案も単なる批判に終始するのではなく、対案を提
出することこそ、肝要であると話しあった。ともすれば、 「あとはどうでも
なれ」式の単なる批判のための批判、無責任な批判が世上多いからである。

《研究・原案作成の経過＞

5月29日都立東村山高校の幹事会で、有志が集合し、以上のような基本方
針を話し合う．大会前ではあるが、 ll寺間的余裕がないから、早速

研究活動にはいることを幹事会で了承。都倫研幹事全員に案内状
を送付。

5月13日都立赤城台高校で、文部省の梶哲夫先生を招いて、研究会を開く。
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主として中間発表についての文部省側の見解を聞く。教科書出版

の会社も三社オブザーパーとして出席。参会者50名。

6月'8日都倫研昭柧奔度総会が、都立教育会館で開かる。これまでの研

究経過と今後の研究方針を説明、了解を得る。さらに多くの先生

方の分科会参加をよびかける。

7月2日都立鷲宮高校にて、島崎敏樹先生を招いて研究会。また、都立石

神井高校の門脇先生に、倫社の自主編成等について、研究発表を

聞く。世話人で準備したジャーナリズムの、学習指導要領中間発

表についての批判資料（朝日、毎日、日経、赤旗の各紙りを配布。

同時に、角川書店の社会科通信Wo,2斬載の批判（福岡県立三池

高校の津田広利氏、和光高校の丸木政臣氏、朝日新聞の深代惇郎

氏）を要約した資料をも配布。資料についての説明・討論は時間

がなかったため省略、次回の研究会までに各自研究してくるよう

宿題とする。

7月18日杉並区教育委員会の秋川荘に、午後4時参集。参集する者11名。

～ ’9日 4時～6時まで研究会b トリンケンなる名前の通り、普通なら大

いに飲むはずだが、ビール二人i二一本程度。心を残しながら、 7

時～'0時まで討論。疲れ果てたあとでの酒、また、格別なもの。

二階全室かり切りのため、 ’塒ごろまで大いに交歓を密にする。

19日 5時ごろ起床。川を散歩。すがすがしい朝の空気に全員意気軒昂。

朝食後、研究会を続行。’塒まで。討論の経過を御厨が文章化す

ることに決定。’1時ごろから近くの鍾乳洞を見学。’2時帰路につ
く。

7月50日都立井草高校で、原案の検討。最終原案を中村新吉先生がガリを

切ることに決定。この夜、中村先生徹夜されたとのこと。

7月31日都立豊多摩高校で、全倫研準備のための幹事会、この席上、要望

書を都倫研として了承を得る。準備のための仕事多し。夜、全倫

研の幹事会開かる。ここで要望書を説明。明日の全倹研大会《葺提

－29－
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案のとりあつかし等話しあう。

意見書を提案し説明。会場での討論活溌。討論内容を整理し、そ

の文章化をおこなうことを、全倫研幹事会に一任との了承を得る。

昼休みに全倫研幹事会を開き、意見の調整をはかる。

都立井草高校にて、昨日の意見書を文章化し、印刷終了。

会長。事務局長文部省診、意見書を提出。

8月2日

日
日

ろ
４
月
月
８
８

さて、以上のような研究経過をへて完成したのが、次にあげる要望書であ

る。忙しい、また、きびしい研究および要望書作成作業であったが、改訂学

習指導要領の最終案をみれば、われわれの意見力汰はばにとりいれられたこ

とがわかる。われわれの努力も決して無駄ではなかったことを思う。

文部省の人の話によれば、きちんと対案まで作って意見書が提案されたの

は二つだけとのこと、反対のための反対は何も実を結ぶものでないことを、

われわれはこの意見書作成によって再認識した次第である。

（文責御厨良一）
、

－30－
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1 〕

＜第ユ特別分科会活動成果＞

昭和45年8月2日

殿

全国高等学校附理・社会」研究会

会長 徳 久鉄 郎

よ▲〃

高等学校

学習指導要領案（ 「倫理・社会」 ）に関する意見

7 ．

． 』 ‘っ、 、 ~V.． .:、藷

本研究会は、さきに｢学習指導要嶺の改訂についての要望書」 （昭和45
年12月27日付）を提出したが、おおはぱにとりいれられたことは、喜び

にたえない。

さて、本研究会は、学習指導要領案が発表されるや、直ちに東京都高等学

校「倫理・社会」研究会における特別分科会の度重なる慎重な研究討議をも

とに原案を作成し、さらにその案を過日開かれた全国高等学校附理・社会」

研究会の昭柵5年度大会において充分討議したの･ら、下記のような意見をま

とめたわけである。

前要望書と同様、われわれ現場で愉理・社会」を担当する者の意見を、

反映するよう切にお願いしたい。

－51－
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田「倫理・社会」の目標について

ア目標（1）を次のように改めるよう希望する。 I

（1）人間尊重の精神に基づいて、人間や社会についての思

索を深め､倫理的価値に関する理解力や判断力を養い、

V民主的｡平和的な国家.社会の形成者としてY､自己の人格形
(真理を愛する自主､城人格の撤をめざし、 ）（の資質を養う。 ）
成に努める態度を養う。 ， ，

(削除）

＜理由＞

①目標の（1 ）は、附埋・社会」という科目全体の目標と解する

が､瞼理･社会」の中心課題は、生徒自らが自主的な人格を確立

していくことができるよう指導することにある、と考えられる。し

かしその際、とくに真理の普遍性・絶対性を白覚し、真理に対し謙

虚な人間の育成がのぞまれるのは当然である。したがって慎理を

愛する自主的な人格の確立」ということを陥理・社会」の基本的

目標として位置づけたい。

②戦後の教育の中で、民主的国家・社会を支える個人の資質を形成

するといの側面がとかく疎遠にされてきたという反省のあることを、

われわれも認めるものであるが、中間発表の文案によれば、国家・

社会の形成者としての側面が強調されているように思われる。人格

形成の目的は、自主的な個人としての人格の確立と、民主的・平和
的な国家・社会の形成者としての資質の形成の双方におかれるべき
である。

イ 目標（2）を次のように改めるよう希望する。

（2）現代社会について客観的に認識させるとともに、そこにおける

人間関係のあり方について考えさせ、青年期における自己形成

（人間や社会）

－32－
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|I

’’ の課題を自覚させる。

.･･:＜鐸由＞

目標（2）は、内容の（1）現代と人間の単元目標と理解したい。と

すれば、人間関係のみをここで取扱うのでなく現代社会の問題、そこに

おける人間の生き方、人間関係等もふくまれてくるからである。

ウ 目標（4）を次のように改めるよう希望する。

＜理由＞

情報化社会に生きる人間として何よりも､必要とされる能力は、厳しい

自己省察をすると同時に、新しい状況に対応しうる創造性であろう。い

わば、常に創造的・開発的に自己を高めようとする態度と能力が必要で

あるとわれわれは考える。

図内容について

（1）現代と人間について、次のように希望する。

’現代社会の特質についての認識を深鏥と坐E､その中に生き
－33．裂一（社会生活の諸問題を考えさ

1
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§
蔦

る青年としての人間形成の謝笛を自覚させる。

せるとともに、 ）

現代社会と人間関係

組織の巨大化、虫間層の拡大、マスコミユニケーシヨンなど､大衆
や 同

社会.情報化蕊塑罷諸問霊Yを取り扱いながら､家族や職域霊Y
（と人間生活とのかかわりを考え令

社会その他の社会集団における人間関係のあり方について考えさ

させ、その中で、具体的な集団生活（家族・職域社会、その他の社

せる。
－

会集団）における人間関係のあり方について考えさせる。

＜理由＞

現代社会の特質という事実を事実として理解させるだけにとどまらず、

現代社会の中に位置づけられた人間について、もっと深く考えさせる必
要があろう。

また、大衆社会・情柵上社会における中間層とは、新中間層をさすも

のであるから、はっきりと「新中間層の拡大」という用語を使うべきで
ある。

なお、以上のことと職室して、＜5.内容の取り扱い（1）内容の（1）

の取り扱いに当っては、次の事項に配慮する必要がある＞という箇所の

最初(二、アとして、次の文を入れるように提案したい。従って、中間発.？‘

表のアはイに、またイはウに、ウはエと記号を順にさげるようにしたい。

ア現代社会の特質についての指導においては、単に事実の認識に

とどまることなく、それらが現代の人間生活にどうかかわってい

◎

－54－
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1 ， 1

るかを、自己の問題として考えさせるように配慮すること。

＜理由＞

すでに上にのべたように、現代社会の特質として、人間疎外、公害問

題などの事実があるのは言うまでもない。しかし、これらの現象を自分

の問題としてとらえ、その中における人格形成とのつながりを考えさせ

ていくことが大切であろう。

(2)人生観・世界観について

入り．

ア中間発表には、思想の源流・現代と思想・日本の思想とならべられて

いるが、これを思想の源流・日本の思想・現代と思想とならべかえ、そ

れぞれの内容を次のように改めるよう希望する。

思想の源流

日本の思想

日本人の古来の考え方や、外来思想を受容し発展させたも

のを取り扱い、このような日本の伝統思想についての理解を

深め 今後の思想的課題

削除(させる． ）

現代と思想

人|削の尊重、合理的精神、民主社会の倫理などの観点から、

現代に生きる世界のおもな思想を選んで取り扱い、現代の思
一一 己

（現代にお

想の諸問題について理解させる。

ける思想上の諸問題について解させ、日本人として今後の思

－35－
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1

1

’ 想的課題1号ついて考えさせる。 ） ’
「

＜理由＞

←中間発表のような順序と扱い方では、日本の思想力瓠立して、ままこ

あつかいになっている感じがしないでもない。さらに、日本人として現

代における思想上の諸問題と今後の課題を考え、これらを解決していこ

うとする態度は、日本の伝統思想と、現代に生きる東西D思想をふまえ
たうえで、 うちだされるべきであろう。

ｲ＜ものの考え方の基本的問題についての理解＞について七項目があげら

れている。そのうちの二項目を削除し、さらに、数語を付加するよう希･贄、

望する。

哲学的なものの考え方(智への愛、など）

倫埋的価値と人格形成（善と実践、など）

芸術と人生（美と崇胤など）

（削除）

人生における宗教の意味（永遠と信仰、など）

科学的なものの考え方（社会認識の方法、など）

個人と国家の関係(国民としての自覚、など）

、／ （削除）

民主主義の倫理(自由と責任､ |など）
（正義と平和、国民としての自覚）

－

＜理由＞

ご芸術と人生（美と崇高、など）”というものの考え方も、附理・

社会」の指導の一面としてはあろうが、さらに、内容の幟塁という立場

（二たてば、ことさらこのようなテーマをいれる必要を認めない。むしろ

－36－
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＜取扱いの配慮事項＞として、この“芸術と人生”をふまえた考えた方

がより現実的と考える。われわれがさきに提出した要望書（昭和43年

1 2月27日付）の中にも、 「感動のあられた記述」 「道徳的心情の啓発」

「表現は易しく、しかも内容では青年に深い感動を与え、思索への情熱

をかりたてるような記遡などとうたったのは、直接に“芸術と人生

i(美と崇高、など)"などの独立した項目として扱うという考え方ではな
か･つた。

さらに、 “個人と国家との関係”は、 “民主主義の倫理”の中で考え

るべきものであり、民主主義の倫理からはみ出た個人と国家との関係を

考えさせることは、むしろ危険であろう。従って、 “民主主義の倫理弓

という項固の虫で、自由と貴任、正義と乎和墓国民としての自覚などを

取り扱うことが望ましいといえよう。

以上と関連して、＜内容のα）の取り扱いに当っては、次の事項に配

慮する必要があるo>の、ア°イにつづいて、あらたにウとして、次の

配慮事項をいれたい。

ウ以上のような学習方法の工夫や学習過程などの取り扱いには、

美的･芸術的な観点がらの指導を通して､生徒にいきいきした

感動を与え、人間としての翌かな情操を養うよう配慮すること。

◎

＜理由＞

上にのべたことでつきるが、内容（2）の配慮事項のアが学習方法、イ

が学習過程についてふれられているのをふまえ、学習指導要領案（附

埋・社会」 ）の中でとくに示されていない情操面の教育と指導について
ここにふれておきたい。

画内容の取り扱い

－37－
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この項については、すでに前項にのべたように、 2箇所についての考
慮を聖望したが（◎印参照）、次の2項目についても考慮をお願いした
い。

ア （1）のイーーわれわれの改訂要望をふまえれば、新しい項目を、ア

として挿入することを要望したので、ウという項目になる。

の人間形成の課悪

ｉ
ｌ

＜理由＞

生徒の人間関係において、師涕関係、友人関係（異性関係を含む）

を無観することはできない。学剛騨要領案ではとくに示されてはい

ないが、友情・恋愛、さらに性の問題等についても、是非ともふれて
おく必要があろう。

イ （3）について、次のように改めるよう希望する。

とが里蔑

内容の全

の順序に取

力凡☆-jFZ'r

枚り籾

＜理由＞

－38ー
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I 』 〕

＜内容の全般にわたって取り扱うこと＞という表現は、内容の糒巽とい

う基本方針からみて誤解を生ずるおそれがある。この表現がなくとも、
この留意事項の目的は充分にはたせよう。

つぎの各項は、全国高等学校附理・社会」研究会昭祁5年度全国大

会（昭和45年8月2日）の研究討議における会員の要望を理難会に
おいて確認し、この意見書に付記するものである。

付帯意見
〔d･ｲ

1． この意見書7ページイの理由においても述べたごとく、今回の改定に

おいては、全体の精選・櫛置化がおもなねらいであると思われるので、今

回の中間案に示されている以上に指導内容を詳述することはのぞましくな
しも

2． 5内容の取り扱いの4のイにもあるとおり、阯会や文化や人間の見

方には異なったものがあることを考慮」する場合、 「現代と人間」の卸或
において、文化や人間形成の原理的側面を内容に盛りこんでもらいたい。
3． 「ものの考え方の基本的問題」として示されている「芸術と人生」に関
して、この意見書では、削除するよう望んでいるが、この点については、
削除すべきでないとする積極的意見もあった。

4． 中間案においては、 lIばしば形成」という語が使用されているが、 「
形成｣_乞い勧語の使用については、人間が技術的につくられるような印象
を与えないよう配慮する必要がある。

5． 目標4において附埋的実践」という語が使われているが、この場合、
その意味するところが不明確であると考えられるので、この語の使用につ
いては懐璽な配慮がのぞまれる。

－59－－．
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第1特別分科会 く高校生問題＞

世話人都立井草高校中村佑二

都立荻窪高校4111一郎

I「高校生問題』特別分科会設置のねらい

昨年度9月青山高校における紛争をきっかけとして、東京都においては、

紛争が相つぎ、文化祭、定期テスト、卒業式は荒れに荒れた。生徒の激しい

行動は、予想以上に大きな混乱をもたらした。急激な社会の変化による高校

生の意識や行動の変化も、予想を越えるものがあり、教師がこれに対し正し

い認識をもつことができなかったことが、紛争の一因としてあげられよう。

倫社は、生徒の思考ともっとも直接的(ご取り組む科目であることは多言を

要しない。高遠な先哲の思想を一方的に教えることのみが倫社でなく、生徒

の経験や生活とこれらをどうつないでいくかに、心を用いなければ倫社の成

功はありえない。そのためには、平凡ではあるが、高校生をよく知ることが

第一であるc簡単にいえば、これが分科会設置の趣旨である。

倫社御良業をふりかえって承ると、生徒の心の中に沈澱しているドロドロ

ラ ふく位置づけることができず､;生徒をして瞼社はうわつつらのきれいご
とをやるにすぎない」とまで言わせている事実がある。どのように、生徒の

思考に切り込み、先哲の思想との間に緊張をもたらすかは、言うはやすく難
しいことである。

そこで、都倫研会員の毎日の教育実践を交流し、紛争の表面的な現象の奥
底にひそむ意識を考察することは、倫社教育に携わるものがもっともよくす
ることができるのだ、という自負のもとに、繊売して研究してみようという
ことになったのである。

Ⅱ夏の全倫研大会までの目標と研究活動

第1回の会合は5月12日（火）都立荻窪高校で開催され、さきの幹事会で

決定された世話人の井草高中村と荻窪高小川の提案を中心に会は進められた。

出席者は、 10名を越え、都研からも中野目指導主事が参加され、貴重な資料

をいただいた。次のような、研究スケジュールを組み出発した。

－40－
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①8月1日の全倫研大会に中間まとめとしてパンフレットにまとめ、報

告し問題提起する。パンフレットは実費で頒布する。

②会合は、さしあたり、 6月1日（金）、 6月20日（土）7月22日（水）

の3回とする。

③パンフレットの内容をどうまとめるか。

（1）基本方針

高校紛争や現代高校生の意識や行動の奥にひそむものをさぐり、単な

る紛争の対療法を発見するのでなく、教育現場の特色を生かし、本質的

な解明をはかる。

（2）研究方法 ．.′

なにぶんにも期間が短いので、ケース・スタディを中心に、調査や座

談会などにより､問題の所在を明らかにする。

（3）内容

1． 実践例を収集する。どう取り組んだか（失敗例、成功例） ．

A倫・社教師としての実践

B剤JR,担任としての実践

O教科外の実践

D代表的な紛争校の実践

2． 高校生の意識や行動についての理論的考察（資料などにより研究）
5． 生徒の意識調査を行なう

4． 座談会を行ない、問題をほりさげ、課題を明らかにする。

第2回目の会合は予定通り6月1日（金）に行われ、代表的な紛争高であ：

る都立青山高校の中島清氏に実情を報告してもら・い、そのあとで研究討議を

行なった。中島氏は、青山高の場合は、紛争の原因は、学校内における教育

問題からというよりは、最初から学校のわくを越えた問題が発端となってい

たとし、また､生徒もリーダーの叫んでいる紛争の意義をじゅうぶん納得す

ることができず、教育の本質を性急に求めるあまり、知識を軽視し、問いが

図式的になる傾向を指摘し、これらの生徒をどのように指導するか、最初は
－41－
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戸惑いを感じたと報告された｡参加者から､質問が出され討議がなされた後I
パンフレットについての内容の検討と執筆分担を行なった。

第5回目の会合は6月20日（土）同じ都立荻窪高校で行なわれ、座談会を:！
行なった｡これは、パンフレットに収録したのでご参照いただければ幸いで；

ある。概略述べると、紛争と高校生の意識、退廃現象にどう対処するか、授§
業の改革とその後、教育のモラル、市民社会と教育の場、指導の切り込み口§

はどこに、紛争の原点をかえり承る、などである。

なお、この会で、パンフレットの編集には、中村（井草）、小川（荻窪）
の世話人と細谷（墨田川）、木村（葛飾野）が直接あたることになり、随時
編集の実務を行なうことになった。

第4回目は、パンフレットができあがった7月22日（水）に行ない、これ
の取り扱いについて相談した。

今年度の夏の全倫研大会では、高校生問題のパネル・ディスカッションに
中村（大山）、寺島（町田）、小川（荻窪）が参加し、研究をふまえて発言
した。

軍 9月以降の研究活動と目標

夏の大会に向けてパンフレットを出し、東京での経験を全国に問うことが
第1の目標であったが、最初からの計画で、引続き研究活動を行なうことに
していたので、 2学期に入り、活動を再開した。
再開第1回の会合は、 1 1月16日（月）に行われ、次の活動基本方針を確認
した。

（基本方針） 1学期までの研究において、主として紛争後、高校生はど
うなっているか、高校生をどうとらえる力、を主題としたので、今回は高校
教育の分野における具体的問題をとりあげ、いくつかに類型化し、第1集の
研究成果をふまえて、研究を推進する。

その際、単に対症療法や管理的発想に基づく生徒対策でなく、倫理・社
会」の目標である自主的人間の育成を目指す研究とする。以上の成果を第2
集の研究成果として何らかの方法で刊行する。
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山

以上のような研究の基本方針を確認した上で、今後の研究の具体的方法に
ついて意見が、かわされた。

第2回目の会合は12月1 1日（金）に行ない、次のような討論と決定をした。
主に、第2集の内容について話し合いが行われたが秋のとおりである。

①調査を行なう。内容は生徒の価値意識についてのもので、一例をあげ

j ：ふると最近の傾向として花札やトランプを教室に持ちこむこと、教室の展
示物などについて

②生徒による座談会を行ない、自治活動のありかたを探る、テーマとし
生徒が生徒会活動や自治活動について、どのように考えているかを知る
手がかりとする。

③理論的考察
qムー

ア生徒会指導の今後の方向

イ学習意欲を失わせているものは何か ‘

ウ現代高校生の退廃とは何か

エ現代高校生と価値観の多様化について

オ自主的行動と恋意行動について

力現代高校教師論

キ体験を通してみた文化祭の問題点と今後の方向

④ケース・スタディ

○思いこみによる恋意的行動について

アナーキー、性、反戦、ガリ勉、流行、三無主義、政治、父親として
教師などについて実践記録を書く。

以上について執筆分担を行なうとともに、柱ごとにいくつかの小グループ
で討議を進めていくことにし、現在進行中である。目標は、 6月に予定され
ている都倫研の総会ならびに研究会においている。

経過をおうのに精一杯で、それぞれの会で行われた討議の内容をほとんど
収録できなかったのは残念であるが、研究物を参照していただくことにして

ご寛恕いただきたい。なお、研究は継続中なので、今後とも会員諸氏のご協

力をお願いする次第であるo (小川記）
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Ⅵ研究報告

第一分科会く現代と人間＞

1．人間 ・社会・文化

都立荻窪高等学校小川一郎

〈重点的ねらい＞ このごろ「生きがい」ということがよくいわれる。隅ｿ瞳

かな社会」といわれる現代においても、心まで満たすことはできず、真に人

間らしい生活とは何か、が強く求められているのだ。

倫社はもっとも直接的に人間を学ぶ科目といってよい。 「入間とは何か」

はわたくしたち人間の永遠の課題であるが、倫社も［人間とは何か」にはじ

まって「人間とは何か」に終る。そのはじめの「人間とは何か」にあたるの

が本論である。

古来、人間の定義には種々あるが、人|淵ほど複雑な要素で構成されている

ものはない。それだけに一言で人|ﾊjを定義することは至難のわざである｡J・

so ミルは「満足せる豚より不満足な人間たれ」といった。人間の行動は、

本能的欲求の充足が原動力といえるが、この第一次的欲求といわれる本能的

欲求の充足だけでは決して満足しない。人間は文化や社会の中で生活し、種

々の欲求を充足させている。わたくしたちは、欲求というものをすべて生れ

つきのもののように思っているけれども、欲求はつくり出すことができるも

のもあれば、放っておけば消滅してしまうものもある。

「自分のしたいことをするのがもっとも幸わせだ」とは、このごろよく聞

くことばだが、他人によってつくられた欲望に従い、それに気がつかない場

合もありうるのである。これは人間が他の動物と違い社会生活も文化生活を

営むところ力ら生まれる問題である。本当の意味で、わたくしたちに深い満足
をあたえる欲求の充足とは何であろうか。人間の欲求が、どんなに自然に思

’

’
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われ、本能そのままに見えたにしても、文化によって変容を受けて現われ

るものであることを充分認識する必要がある。自分に深い満足をあたえる

欲求を根気よく育てるところに、人間の特性があるのである。この点をね

らいとして学習をすすめたい。

〈指導内容の具体的展開＞ クモは、精巧な巣をつくるが、この能力は本

能であり、学んでえた能力ではなく、進歩も退歩もしない。宮崎県幸島の

サルは海水で芋を洗って食べることを覚えたそうだが、ごく近所のサルに

しか伝わらなかったという。だから芋を焼いてたべるとか、煮てたべると

ウユの進歩は思いもよらない。人間以外の動物には社会生活，文化生活はな

いのである。

人間はことばを話し、道具をつくり、社会生活を行ない生活を進歩させ

てきた｡人間は文化の創造と継挙①を絶えず行な。ているのである。これ
は、知性の力による。知性はことばと密接な関係をもつ。先ず、ことばに

蕊

サルは海水で芋を洗って食べることを覚えたそうだが、ごく近所のサルに；

しか伝わらなかったという｡だから芋を焼いてたべるとか､煮てたべると；
>､の進歩は思いもよらない｡人間以外の動物にば社会生活,文化生活はな：

＃いのである。
！§

人間はことばを話し､道具をつくり､社会生活を行ない生活を進歩させi
てきた｡人間は文化の創造と継挙①を絶えず行な。ているのである。これ§
は、知性の力による。知性はことばと密接な関係をもつ。先ず、ことばに：

ついて考､_て承よう。人間は思考する力をもっているが、このことは、ご；

とげ‐もって自分に問いかけることにほかならない。ことばはまた、経験:；

ご蓄積し、他人に伝えることができる。人間の想像力も社会生活もことば;；

におうのである。サルの手洗いも、ことばが話せれば、もっと広く伝わつ,．．＃

たに違いない。この知性の働きを通して欲求は実現されている。社会的欲：：

求といわれる所有欲、権力欲、道徳的欲求や文化的欲求といわれる美的欲：

求、知的欲求などは二次的欲求といわれ、本能的欲求と区別されるが、人‘:：
間の欲求はすべて、知性の働きと関係ないものはない。したがって人間の：:
欲求は、後天l.ｦなものにより大きく影響される。三人一人の人間のもつ欲;

奎菫篭姜是冨巽職鷲宴:穀I裟隼二竺奎鴛舞:二
くりあげられてきたものであることを示す。自覚的につくられたものでは
ないかも知れないが。

青年期にさしかかった人間は、この欲求をつくり出すしごとを自ら行な

うことができる。また、そうしなければならない。これが自己形成にほか

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
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ならない。そのその際なによりも必要なのは、欲求を知性によって見分け

る力である。どこまでが自然のものであり、どこまでが文化によって条件

づけられたものであるか。また、なにが文化によってはじめて高められた

か。現代の社会は、どのようなメカニズムで欲求をあやつり、またおしつ

ぶしているか、をはっきり見破る必要がある。

社会生活、とくに現代における社会生活の面からこの闘遁を考えてみる

と、人間は、社会の中で欲求を持ち、社会の中で欲求を充足させていると

いえる。したがって社会自体が欲求の体系といえるのである。現代の社会

について、特にいえることは、つくられた欲望が存在することである。本州

人は、自分の本来の欲求だと思い込んでいるが実はぞ;‘ではない。欲望の

造出や肥大に大きな役割を果たすのは、マス・コミの広告である。企業は、

欲望の造出に多額の出資をしている。商品の需要を造り出すためである。

隣の家で、カラーテレビを買ったからうちでも、ピアノを買ったからうち

でも、というステレオ・タイプの人間③は、まさに自分がないに等しい。
自分にとって大事な欲求は衰え、ついには見失ってしまっている。なにが

自分の欲求であるかを、見分けるためには、現代社会の特質を充分に頭の

中に入れておく必要がある。これが、倫社において現代社会を学ぶ第一の

意義である。

一人一弓人の人間は、今まで考察してきたように、文化的に条件づけされ

た欲求の大系をもつ。すなわちその人独自のパーソナリティを持つのであ

る。人間社会に誤解と認識不足が存在するというのは、欲求の大系が人に

より違いがあることに起因する。これが文化の多様性ともなっている。自
己の知性の働きを通して、文化的に条件づけられて欲求が充足されるから

である。どのようにしたら知性をみがくことができるかということは、ど

うしたら深い満足を味わう欲求をはぐくむことができるかという謝彊であ

る。ここで心がけねばならないことは、独善におちいることなく、他人の

欲求と自分の欲求を比較する基準を見出すこと、すなわち人間としての普
遍性を見出すことである。

－65－



人間の行動の原動力は、本能的な欲求であるが、それを方向づけ、価値

あるものに高めるのは知性の働きであることを銘記すべきである。わたく

したちが心の底から深い喜びを味わうことができる欲求は、注意深く、そ

して根気よく育てていかなければならない。 「生きがい」は別のところに

あるのでなく、知性によって、人間としての深い喜びをあたえる欲求をは

ぐくんでいくところにえられるのである。

《設問とねらい＞

設問1.下線の「文化の創造と継承」を人間のみがよくすることができる理

由を、全文を読んで5行以内にまとめよ。

（ねらい）人間の特性〈三ついて、学習する能力を持つということから

考えさせ、人類の進歩の歴史や－日人の人間の人間形成における、文化の

創造と継承がはたす役割についての理解をみる。

設問2． 下線＠のF－g人一人の人間が多様な欲求をもつ」ということは、

別のことばでいえば「－次的要求を一般的要求といい、二次的要求を個

別IdJ要求という」ことであるが、その理由としてどのようなことが考え
られるか。

（ねらい） 食欲、睡眠欲、性欲など、本能的欲求は人間誰でもが動物

の一種である以上、一般的に持つ欲求であるが、人間は環境や自分の主

体的な努力により新しい行動の傾向を獲得する。人|則の欲求は、人間の

本性そのものではなく、それぞれ努力し、注意深く、育てあげねばなら

ないものであることの理解をみる。

設問5．下線③「ステレオ・タイプの人間」を欲求との関連で説明せよ。
（ねらい） 現代社会においては、企業は人びとの欲望をつくり出し、
、

購買欲をそそる。自分が本当に欲しいものであるかどうかもわからず、

隣人の欲求に反応する主体性のない人間がいかに多いかを考えさせる。

〈発展的まとめ》本論はあくまで、 「現代と人|剛」の章の導入の役割を

なすものである。文明進歩の成果としての現代社会が人間を真に豊かにな

しえているのか、真の人間性をはぐくむにはどうしたらよいのか、という

ことができる理

ということから｜
おける、文化の

ということは、

二次的要求を個，

，種…計
間誰でもが動物|：

環境や自分の主｜
'欲求は､人間の’

て……｜
|連で説明せよ。

－66－
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視点がまず、確立されなければならない。そのためには人間性が先ず問わ

れなければならないだろう。文化こそは人間を人間たらしめたものである。

文化の創造と継承こそ人間の特性である。この能力は何であるか。学習す

る能力であり、思考力である。この知性の力が人間に真の喜びぬあたえる

欲望を育てる。知性は真の欲求の生長を阻害するものと､･育成の真の条件

を見分けねばならない．現代社会を学ぶ意義もここにある。それには「し

たいことをする」だけでなく、苦しくてもしなければならないこともある

ことを考えさせたい。

閲

“Of
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’2.情報化社会におけるマスコ
、
、
、 に言ついて

都立東高等学校杉原 安 I

《重点的ねらい＞新学習指導要領の社会科の目標の一つに「社会生活のあ

らゆる面が急速に変化発展している日本や世界の現状ならびに動向を把握さ

せ、さまざまな情報に対処し、諸資料を吟味し科学的、合理的に研究して公

正に判断しようとする態度とそれに必要な能力の基礎を養う」とある。この

ことを具体的に考えてみると、現在の日本は昭和釦年代の高度経済成長をう

けて、高度産業社会、情報化社会に移行しつつあるといわれている。そこで

は物的生産力の高度化、情報の量的、質的増大(二ともない、われわれは情報

の渦の中(二生活することを余儀なくさせられている。そして、これらの情報

のかなりの部分を提供しているのが、マス・コミ （大量伝達、大衆伝達）で

ある。したがってここでは情報化社会におけるマス°コミの問題を、われわ

れの生活にか上わりをもたせて、さきの社会科の目標にみられる諸資料の吟

吐、処理という視点から以下検討する。

《蓋藝丙蓉の皇産銀蔀'層蒜ふ月2↑日付霊日新聞(夕刊)は次のよ
並報じていゑ。 「7月2 1日11時56分2嗽（日本時|則）アポロ11号宇宙船

は月面に到着した｡｣その時の模様を「テレビ(二くい入る目、目、都心の交通

量は半蜘の見出しの下に「歩いた、歩いた、その瞬間、テレビに見入って

いた人々は､その当然すぎる光景にわれを忘れた拍手がわいた｡58万kmはなれ

た所で展開すを途方もない冒険は、しかし、全くなにげなく始まった。月面

のほこりの中に降り立ったイーグルジーそのちっぽけな船に乗った男たちに

かつてない程多くの熱い目が集中した。東京都心のタクシーもとまった。 ．．

…この朝6時東京電力の消費量は、いつもの月曜の朝より，00万キロワッ

トもはね上がった。首都圏の680万台のテレビが月面の冒険で熱くなった」

、この中に情報化社会におけるマスコミの持っている問題を象徴的に読みと

ることができる。すなわち、通信衛星などに代麦されるマス．メディアの発

一68－
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達にともない、マスコミの送り手の機構、組織の巨大化の問題、情報の国際

化の問題、さらに、テレビに代表されるマス・メディアの普及にともないマ

ス･コミの内容の画一化の問題、送り手と受け手の間の直接的、人格的接触

の欠如によるマス。コミの一方的な流れ、フイードパプクの難しさ等の問題

である。

まず情報化社会という言葉がよく使われる割には、その意味が明瞭でない

傾向があるのでこの点をみると、この情報化社会という言葉から受ける具体

的なイメージは、人々によってある程度異なるであろう。しかし、工業化社

会（物の生産と流通が社会の中心的役割を果している牡会）と対比してみれ

ば、おのずから明らかである。つまり、賄報の生産と流通が社会の中心的

役割を果している社会」といえる。この場合、情報とは「ある人の意志決定

に、プラスにせよマイナスにせよ、何らかの影響を与えている事柄の知らせ

」と解してよいも

アメリカの社会学者､宴ﾆヱﾙ.べﾙはその著｢知識文明の構捌の中で

’

現在の工業化社会の次にくる社会を、脱工業化社会（ポスト ・インダストリ

アル・ソサヱテイ）といい、無形の知識、情報の生産が主体となる事を指摘

している。昭和45年度の国民生活白書によると、国民1人当りの1日の情報

供給量は、昭和弱年でおよそ72万音、40年ではおよそ1％万音､43年ではお

よそ2翠音と推計している。この間約32倍の増加である。これを媒体別の

割合で承ると、昭和55年にはテレビ、20％、ラジオも7％、新聞10％、雑誌1.9

％、書籍0恥であり、45年にはテレビも6％、ラジオ20％、新聞7％、雑誌09

％、書籍01％となり、テレビの割合が大幅に増大し、反対にラジオの割合が

半減している。

しかし､情報が｢馬の耳に念仏｣であ｡たのでは意味がない墨であ．て、
情報の供給と受け入れの間にギャップがあるのが当然である。マス・コミの
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送り手に対する受け手の側の選択の問題である。例えば、昭和45年10月19日

付の毎日新聞は噺聞に対する評価と要望」という全国世論調査を報じてい

る。これによると、人々が情報の受け手として何をより所としているかとの

毛9－
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発問に対して、新聞46％、テレビ町2％、ラジオ3％、週刊誌1％、月刊誌1

％、単行本1％、その他6％となっている。いろいろのマス°メディアが考

えられるが､新聞の役割の大きい雷がわかる｡毎年'0月の新聞週間に新聞界
では、代表評語を決めているが､壷年度の評語「新聞はきれいな地球の見張

2画に見られるように､ﾗジｵ､ﾃﾚピ等の映像ﾒデｲｱにその速報的機
能をゆずり、ニュースなどに対する詳報的・解説的機能、読者の要求を先取

りする予見的機能が大きな意味をもって来ている。

マス°コミというのは、マス・メディア（大衆媒体）を用いて不特定多数

の大衆に、大量の情報を伝達する働きを指している。したがって、その歴史

はマス・メデイテの発達と並行しており、比較的最近の事である。一般的に

第2次世界大戦後、ユネスコ憲章の第一条に「この機関はあらゆるマス・コ

ミの手段・方法により、諸国民の相互の知識と理解を推進する事業に協力す

る蝋陰姜雫翼三宝簔鰄且毫亨壽識悪亘ての役割、
世論形成における役割も無視できない。特に、1970年代以降の激動する社会

にあって、国民的コンセンサスの面からの役割も重要である。

《設問とそのねらい＞

設問1． ①のアポロ11号についての朝日新聞の記事を読んで、あなたの感想

を簡単にまとめよ．

（ねらい） 科学技術の発達の問題と、その成果がコンピューターを中心

とした情報ストックの機械により､100％近い正確さで連用された事、われ

われの日常台.活におけるテレビの役割、およびそれのもたらす現実と映像

の世界とのギヤゾプ。

設問2．②のダニエル・ベルの言う脱工業化社会の構造の諸特徴を調べ、日

本の現実を分析してみよう。

（ねらい） 彼は5つの特徴を指摘しているが、それにより、情糊上社会

という概念がはっきりしてくると同時に、その中(二おいて人間の持つべき

能力が何なのかを把握することができる。

－70－
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設問3．③のマス．コミの過程を分析して、送り手と受け手の間の効果につ

いて考えてみよう。

（ねらい） 送り手の伝達内容の生産過程は、送り手の目を通した1つの

櫨過作用である。同時に現実模写に対する伝達手段の不十分さの問題、さ

らに受け手の解釈におけるゆがみの問題を把握させる。

設問4．④のここ数年間の新聞週間の標語を調べ、それがマス°メディアと

しての新聞のいかなる役割を意味しているかを考えてみよう。

（ねらい） 例えば噺聞はきれいな地球の見張り側という雷を考えて
みると、最近､よく言われているように地球を生態学的〈二考え、公害に対

する新聞界の姿勢を読み取る事ができる。そこには、多様化し、深化して

いる読者の要求を先取りした新聞の予見的機能、オピニオン・ リーダーと

しての働きを見る事ができる。

設問5． ⑤のマス°コミの媒体別の広告費を調べ、商品の販売におけるマス

・コミの役割、同時に、商品のもつ情報的機能などを検討すること。

（ねらい） 商品は1つの機能を持っている。しかし、今日の大量生産

大量販売、大量消費の中にあってマス・コミにおける広告費の伸びは目ざ

ましい、特にテレビの割合は顕著である。また、各商品も情報的機能、情

報的コストを増加しつつある．

〈発展的まとめ＞ ここでは、現代社会を情報化社会の観点から、マス．コ

ミの問題をみてきた。しかし、現代は大衆社会であり同時に民主主義社会で

ある。これらとマス・コミとの関連も考えられなければならなbも特に民主

主義社会は、各個人の自由と平等の上に成り立っており、各人の自由な意見

に基づいた世論を不可欠とする。世論とマス・コミとの関係、民主主義社会

におけるマス。コミのあり方も考えられなければならない。今日、人々の価

値観は多元化し、多樹上し、単一の考え方で全べてを律することはできにく

い。この中にあって、各人の意志決定に際してかたよりのない情報に基づく

ことが重要である。このことは、マス°コミに対する透徹した目なしには不

可能である。
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’3.大衆社会の諸問題

一問題点の指摘を中心として一

都立井草高等学校 中村佑二

〈重点的ねらい》現代社会の特質は、大規模な、高度に精密化された産業
社会と、無定形で非合理的性格をもつ大衆社会との二面からとらえることが

できる。ここでは、産業社会の特質(二ついてすでに学んだ知識をふまえて、

大衆社会の側面にあらわれた現代社会の特質をとりあげ、その問題点をあき

らかにしていきたい。まずわれわれが感覚的にとらえている大衆社会の状況

のなかから、問題点を明確に把握させる。さらに、これらの状況が産業社会

のいかなる特質と結びついているかについて考えさせ、大衆化の傾向を生ぜ

しめる要因を明らかにする。このようにして、相反する二側面をもつ現代社

会に生きているわれわれの社会的現実に目を向けさせるとともに、大衆化の

渦にまきこまれることなく生きるために、どうすべきかを考えさせたい。

《指導内容の具体的展開＞ ’・ 大衆社会化の状況現代社会の特徴は、ま

ずその規模の大きさ(二ある。産業社会化の進行、マス･コミュニケーション

の発達、教育の普及、交通および輸送機関の発達などが、人びとの地域的・

社会的なわくをとりのぞき、生活圏を拡大するとともに、大多数の人びとが

同時に同様な生活基盤に立つことを可能にしたのである。社会の巨大化によ

って、規模や構造上の変化ばかりでなく、そのなかに生きる人間の生活や意′

識のうえにも、大きな変化がおこった。このように巨大化し変質した現代社

会は、大衆社全tmsssociety)とよばれる。大衆社会とは，どのような特質を

もつものであろうか。はじめに大衆社会化の状況のなかから、特徴的な傾向

を列挙してみよう。 ①生活状態、感じかた、考えかた、行動のしかたが画

一化。平均化する傾向。②文化の面では創造性に欠け、没個幽上する傾向。

③無力感、不安感、孤独感が増大する傾向。④多様な集団に分属していなが

ら、そのいずれにおいても疎ﾀ憾をもつ傾向。⑤マイホーム主議家族への

逃避、片すみの幸福を求める傾向、⑥消費やレジャーへの欲求増大の傾向。
－72－

瀞



1 1

⑦射幸心増大の傾向、⑥低俗な娯楽の氾濫、⑨価値観の多様化と混乱など。
このような状況にとりまかれているわれわれは､ ､大衆化の流れに押し流され

まき込まれる可能性をつねにもつものである。つぎに、どれらの背景につい

て考えてみよう。

2．大衆社会化の条件大衆社会は、 19世紀末～20世紀初頭いらい急速に

進められた資本主義の高度化、科学。技術の進歩とともに成長してきたもの

で、この成長の過程において、社会・経済上の諸条件は、つぎのように変化

している。 ①大量生産方式が飛踊的発達をとげ、大企業中心の産業組織が

確立した｡②組織が巨大化するとともに､組織の管理･統轄力i擬能的に行な
われるようになり、分業が極度に細分化された。③組織の目的のために個人

が拘束される傾向が強くなり、組織対個人の対立・緊張が生じてきた。④新

中間層が急増し、社会的地位・生活水準・生活意識における類似性が強くな

ってきた。⑤大量生産にもとづき、大量消費が拡大した。⑤商品の広告。宣

伝効果が、マス°コミュニケーションの発達によって著しく上昇し、このこ

とがまた、マス。メディアmassITEdia)の発達をさらに促す条件となった

こと、などである。これらの諸条件の測上によって、今日の大衆社会は、受

動的な、画一化・平均化された、緊張感・不安感に満ちた大衆をそのなかに

かかえることになったのである。

3．大衆社会に生きる個人現代人は仕事のうえでは高度に組糊上された

集団の一員であり、組織人として生きている。しかし他面では、マス。コミ

ュニケーションによって間接的に結ばれるだけの、ばらばらな個人、すなわ

ち大衆の一員として生きるのである。

現代人は、独立した人間として社会生活を営み、自己の自由意志(二よって

何らかの職業をえらんでいる。専門知識あるいは技術を持ち、組織をうごか

している人や、仕事に生きがいの見いだせる人びとは、少くとも組織人とし

ての面で主体的に生きることが可能である。しかし他の多くの人びとは、巨

大化した機構のなかで個人の無力を感じ、虚無感にとらわれる．また、組織

とのたえまない緊張関係や、多様な集団への分属からくる自己喪失の不安感
－75－
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を強くしているのである。この代償は、組織人としての面〈二ではなく、もっ

ぱら大衆としての生活の側面に求められることになる。失われた自分自身の

回侭あるいは受動的生活からの脱出への試肇は、安易な、もっとも手近か

なところに求められる。消費・レジャー・ギャンブル。大衆娯楽、あるいは
マイホーム主義さえも、かかる代償となりこれを求める傾向が一閥上するの
である◎

消費は一種の選択行為であり、そのなかに自己主張を含んでいる。しかし
現代社会においては、このような自己回復とゑられる行為もまた、すでに商
業宣伝のとりこになっているばあいが少なくないのである。一般的に、消費
水準の上昇とともに消費の内容も高度化していく傾向があるが、代償として
空道登i戒､さらにこの傾向をｴｽｶﾚｰﾄさせている｡すなわ雲二二面韻

繍篭壹職彗差礁臺鶚肖臺鰡篁欝窒鑿§
目的を代償として追求することは、むしろ逆に大衆化の危機的様相を深める
結果に終るのではなかろうか。
滝設問とそのねらい＞

設問1． 1－①～⑨について、その具体例あるいは具体的場面をあげながら
問題点をあきらかにせよ。 （そのうち1つについて400字でまとめよ）

． （ねらい）大衆社会化の状況を、生徒が皮腐で感じていることから出発
して、これを理論的に組詮たてる。文章化により問題点を明確化させる。
設問2． 2－②にあげた、組織の管理・統轄を機能的に行なうための機構は
何とよばれるか。またとの機構の発達が大衆社会化を促す条件となるのは
なぜか。要点を指摘せよ。

（ねらい） インパーソナルな機構のなかにおける人間関係の稀薄化によ
って、情緒に対する飢餓が強まり、この代償を組織外の生活に求めようと
する傾向があることに目を向けさせる｡

設問5． 2－④について、従来の社会階層にみられた異質な生活様式・価値
観などが、画__化･平均化されてきたのはなぜか。要点を指摘せよ。

－74－
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（ねらい） 生活状態、意識、行動様式の画一化が大調上現象の中心であ

ること、中間層の増大が大衆社会形成の重要な条件であること。したがっ

て中間層のもつ特質と大衆社会の状況を結びつけて理解させる必要がある。

設問4 現代人が統合化あるいは機糊上の面と、拡散化あるいは原子化の面

を同,けにもつということは、現代人が生きかたを考えるばあいに、し､かな

る条件となっているだろうか。 400字程度でまとめよ。

（ねらい） 産業化された社会における組織人としての人間と、大衆のひ

とりとしての人間の関係に目を向けさせ、大衆社会における個人の生きか

たが、組織人としての生きかたと密接に結びついていることに気づかせゑ。

設問5下線①，②のような消費生活におちいるこどなく主体的に生きるた

めには、どのような態度が必要であろう力も要点を指摘せよ。

（ねらい） 例えば職業生活のように、その人の生涯の根幹となる生活の

充実と、自律性の必要について気づかせる。

〈発展的まとめ＞大衆社会のとらえかたには多様な視点があり、一本化す

ることは不可能であるが、 ､ここでは、産業化した現代社会のもう一方の側面

における危機的様相として、大衆社会をとらえようとする。したがって他の

立場(二ついては、さらに現代社会の分野においてふれることが望ましい。

またここでは、大衆社会におけるさまざまな問題点を指摘し、問題意識を

高めることに重点がおかれているので、解決への手がかりは、さらに家族．

職場・地域社会の学習展開のなかでも求めていく必要がある。大衆化した現

代人は、家族への埋没か家族の崩壊かという二者択一の考えや、職場におけ

る疎外、故郷の喪失というような根なし草の状態におちいる危険性と向かい

あっている。このような状況のなかで、われわれ自身が「楜をも･ち、主体

的に生きるために、家族・職場・地域社会でいかに生きるかを考えていかな

ければならない。社会集団と人間関係の単元における学習のねらいの一つは

ここにあると思う。また、青年期における孤独感・不安感と、大衆社会のそ

れとは区別されなければならないので、いずれを先にとり上げるにせよ、こ

の違いを指摘しておくことが必要であろう。

－74ノ2－
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4.巨大な組織と新中間層

都立一橋高等学校塚田哲男

〈重点的ねらい＞現代社会の特質の一つは巨大な組織にある。それは官僚

制として特色づけられている。その官僚制のなかで、多数の新中間層の人び

とが、社会的に活願している。

官僚制といい、新中間層といい、それを社会学的(二分析し、解明すること

は，これまでしばしばなされてきた。しかし,それらを実証主義的蕊社会学
でいくら研究してみても，そこからは現代倫理を導きだすことはできない。

われわれが附理・社会」の教師であるならば，社会学的な研究だけ涯とど

まることなく，現代の巨大細哉とそこで生きる人びとに焦点をあててみる必

要がある。その試承の意図は，社会学の対象となる事象と人間の在り方を結

びつけ，現代倫理を少しでも考えてみようと思うところにある。

それが至難な業であることはよく知っている。今後は，この方向で生徒指

導の工夫をしていきたいと思っている。

〈指導内容の具体的展開＞古くから，人間は社会的存在としてとらえられ

てきた。作業をするにも，人間は集団をつくり，協力しあってきた。大規模

な組織は近代化以前から存在していた。

産業革命後の工譜上の進行は，作業をいくつもの段階に分業させた。組織

は，そのため，単純なものから複雑なものへと発展した。現代社会の組織体

のおおくは，たんに大規模組織というだけでなく，構造と機能において複雑

化し巨大化し，詳細な分業と明細な専門化を特徴としている。浬錘住E蛙J

綴憲二曼鰐睾蟇豊二圭毫急篭篝臺釜=裂議例として企業や軍隊などがあり’後者には労働組合や宗教団体，クラヲなど

がある。 「上から」つくられた組織体は上下の秩序を維持しようとする垂直

的な人間関係を重視するが， 「下から」つくられた組織体は仲間や同僚のあ

いだの水平的な人間関係をとうとぶ。現代においては，どちらの社会集団も’

－75－
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会分業と専門化にささえられた巨大組織である。

官僚制（ピユロクラシー）とは、この巨大な社会集団という組織形態、あ

るいはそれを運営する仕組詮のことである。官僚制は国家や自治体の行政機

構だけにみられるものでなく、一定の目的を達成しようとする機能的集団の
なかに、ひろくゑるととができる。官僚制はどんな特徴をもっているだろう

獣雪笛蝋蹴蹴窒譽麓麗耀壽櫻ご」
つくられた組織はもちろん、 「下から」つくられた集団でも、組織体として
いったん形をととのえると、目的達成のためにピラミッド組織がつくられ、
分業をとおして各人の仕事の範囲がきめられる。各人はそれぞれの地位にお

うじて自分の役割をはたすだけの存在となり、職務の専門化がうながされる。
さらに、公私の区別が強調され、また文書主義が徹底されて、官僚制は効率
よく仕事をさせるよう各人に作用する。このような官僚制は、資本主義社会
だけでなく、社会主義社会においてもゑられるもので、今後の情報化の進展
によりもたらされる管理社会ではいっそう顕著となろう。
宮僚制は、複雑で巨大な社会集団を合理化するものであるが、問題点をも
っている。効剰上をねらう官僚制は、個々人の職務を画一化し、また役割
をこえた仕事をやることを好ましくないとするために、各人をして自分の職
務の詮にかじりつかせるセクショナリズムをもたらす。人間は、この状況の
下で、社会全体を見わたすことができず、組織の部分品となっていく。そこ
から、人間の労働は質的に変化する。最初に生産部門におこった熟練労働か
ら単純労働へL)移行は、事務部門の機械化、官僚制化にともなって、事務部
門に．もあらわれる。機械化のなかでの単純労働は、労働しているときの人間
的な感情のはたらきをきらう。そしてそれはオートメーシヨン化された技術

的分業と結びついて、人間に労働を強化していく。官僚制がねらう効率性、

合理性は、各人に労働の強化を気づかせないようにして推進されている。人

間性の疎外は巨大組織に内在する官僚制のなかにみることができる。

現代社会が工業化し合理化をすすめるなかで、巨大組織には官僚制が強く
－76－
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あらわれた。一方、その工業化は産業構造を高度化して､､第3次産

業の従業者や管理経営部門などの担当者を、現代に産出した。それらの人び

とには、商業従事者、管理・事務担当者、公務員､研究者、自由業者などが

いる。これらの人びとを、資本をもちながらも自営によって社会に活躍して

きた旧中間層と区別して、新中間層とよんでいる。 ‘

新中間層は、近代化がすすみ、陽分から契約へ」と社会関係が測上する

なかで、すでにあらわれていた。しかし、初期の新中間届は社会の中心的な

階層とはならなかった。現代の高度工業社会において､．は.じめて新中間層は

注目されるようになった。しかし、高度工業社会よりも、高い知識や管理能

力、創造力をいっそう必要とする情報化社会において､新中間層は今日以上

に複雑な社会関係のなかで、社会的責任をもたされるものと思われる。

の鴇識臺駕禁警護鶚篝暮雪震蹴菫
が、自分の生活程度を「中の~FJ以上と答えている。2年後の45年の調査で

は、年間所紬万円以下の世帯は全国の63．説もあることが知られている。

この2つの数字は、管理者・事務担当者・サラリーマンという新中間層のな

かに、実際には年間所得6曲円以下でありながら、 !新中間層意識を根強くも

っている者のあることを証明している。新中間層は戦後に増大したとよくい

われるが、ここからわかるよう(二、これは経済繁栄のなかの所得が低い者で

意識面だけ新中間層という人びとが含まれているのである。自E疎外にほか

ならない。彼らの政治えの関心は、かなりの数が保守政党を支持し、革新政

党の支持者は少なく、新中間層のおおくは政治的無関心である。現実の社会

を改善する勢力としてあまり行動的ではなく、どちらかというと珊犬繼寺グ

ループといえる。そして彼らは現j代を支配する‘テクノクラシーにかなりの信

頼をよせている｡ ’ ： ‘ ル

このような新中間層は、官僚制をつうじ'て、現代の巨大組細尋労働力を提
供している。彼らは、おたがいのあいだで激しい出世競争をくりかえしなが

ら、モーレツ社員として行動する．ときに彼らは、他人をおとしいれるほど
－77－
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の強いエゴイズムを粥軍することもあれば、機刷上による労働者をも我慢し

ている。そこには、自分をあえて商品化する姿さえうかがうことができる。

官僚制の謝逼の一つに、支配性と服従性を、人間性の疎外を生むことなく

調和させる(二はどうしたらよいかがある。それは「上から」の命令と「下か

ら」の労働意欲の一致の問題である。それを自己中心主義で解決することは

自己の欲求を満たすことにはなっても、組織のよりよい発周二は結びつかず、

社会生活の改善に貢就しない。この意味での新中間層は、一つの問題をかか

えている。今後、肥大し多様化していく新中間層だけに、彼らの社会的責任
は大きい。

〈設問とそのねらい＞

設問1． 趾から」つくられた組織と、 「下から」つくられた組織とでは、

人間関係にどんなちかいがみられるか。具体的な例をあげ、説明せよ。

（ねらい）；垂直的な人間関係とはどんな社会関係か｡ l司じように、水平
的な人間関係についても考えさせる。
設問2．官僚制のよい点と問題点をあげ、人間は官僚制にどう対処したらよ
いか、考えよ。

（ねらい）現代の巨大組織では官僚制は不可欠のものである。それだけ
に、その長所と短所をしっかり把握させる。また、官僚制のもつ現代的課

題はなにかを考えさせ官僚制の理解をすすめたい。
設問3． 新中間層の意識と現代社会における彼ら.の在り方を考察せよ。
（ねらい）．新中間層を社会学的に把握させるだけでなく、彼らの倫理に
ついて考えさせる。

《発展的まとめ＞今日、資本主義社会社会主義社会を問わず、人びとは

巨大組織一官僚制の問題に直面している。人間はその官僚制のなかでさま

ざまな問題ととりくゑ、解決されないままにそのなかで苦悩している。現代

理想はこの人間状況に対処しているが、その過程で新たな問題を派生させて

もいる。巨大な組織と新中間層の項は、現代思想と関連させて指導したい。

| ，
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5． 家族 －その人間関係を中心に一

都立向島工業高等学校小川輝之

《重点的ねらい＞従来、家族は最も基礎的な社会集団のひとつとして取り

上げられてきた。そこでは、家族とは何かが問われ、さらに家族の機能、家

族形態、家族制度などが問題とされた。いわば家族の静的な側面（制度協約、

構造論的な側面）の重視であり、また家族の変遷に力点がおかれるとしても、

家族のあり方の変化が個別的にばらばらに論じられてきたきらいがある。こ

こでは、こうした従来の傾向を再検討して、第一に歴史的な家族の展開過程

に基礎をおき、第二に各時代の家族のあり方を家族における人間関係を中心

として批判検討し、第三に今後の家族のあり方を生徒自身で追求させること

に重点をおくことにする。

こうして、きわめて社会学的なテーマである「家閥も、生徒達の身近な
問題となり、倫社授業の目標である錘考える場”を与えることになり、家族

とその人間関係の研究が、個別的な人間関係のあり方の研究から、人間とは

何かという普遍的な人間の問題へと発展する可能性をももつことになり、そ

のことが「思想部門」への橋わたしになり、さらに思想部門での研究が、あ

るべき現代社会とその中での人間関係という問題へと帰趨するのではなかろ
う力も

《指導内容の具体的展開＞家族とは夫婦を中核としてその近親の血縁者が
住居を共にして生活している小集団であり、最も基礎的な社会集団のひとつ

である。しかも家族は人間の生活にとって最も重要な役割をはたしている。

それは男女の経済的協力と子女の養育とである。しかし家族の機能は時代と

場所によって、さらに家族の形態的変化に応じて著しく劃上する。

また家族はその形態から直系家族（世代家族）と核心家族（夫婦家族）に
わけて理解することができる。直系家族は、 「刺を中心としてつぎつぎと

世代をかさねて次代にうけっがれ（直系親族）、たてのきずなを中心として
－79－
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結ばれた家族である。日本およびアジア諸地域においてなお支配的な形態で
あり、 ヨーロッパにおいても産業革命以前の家族の一般的な形態である。直
'系家族に類似したものに複合家族（拡大家族）がある。これは、ふたり以上
の子女が結婚後もそれぞれの配偶者や子供（傍系家族）とともに親と同居し
ている形態である。飛鶴川村の大家族はその最も典型的な例である。
核心家族は夫婦と結婚前の子供を中心として構成された家族であり、結婚
によって成立する。そして、子供が成人になればその家族をはなれて新たな
家族を構成する。それゆえ、そこには｢刺という考え方は存在しない。 ヨ
ーロッパにおける近代家族がそれであり、わが国でも都市化の進展につれて
この傾向がゑられるとともに、戦後の家族立法の根拠はここにおかれている。
〔家族とその人間関係〕家族は、歴史とともに古く、人間にとって普遍的な
集団として、非常に重要であったし、現在でもなお重要な集団である。それ
ゆえ古くから社会は家族生活のありかたをいろいろなかたちで定めてきた。
法律的に、あるいは道徳的、慣習的に決定された家族生活のあり方をさして
家族制支という。

わが国では伝統的に儒教倫理に基づいた家父長的家族が重ぜられ、明治憲
法や旧民法にも反映せられた。そこでは、 「家」は代代うけつがれるものと
して、なによりも重視された。陳Jの代表者としての家父長の地位はたか
く、民法でも戸主権としてその地位を保障し、戸主の地位をひきつく.長男に
は家督がすべて相続された（長子相続制)｡このように経済的に基礎づけら
れた家父長の権威に対して、家族、子供、妻は絶対的に服従しなければなら
ない。たとえに貝原益軒（1630～1 714）は『女大学』の中で次のよ
うにいっている。 －①

凡婦人は柔和にして、人にしたぷふを道とす。わが心にまかせて行ぷべ
からず。故に三従の道と云事あり。是亦女子にをしゆくし｡父の家にあり
ては父にしたがひ、夫の家にゆきては夫にしたがひ、夫死しては子にした
がふを三従といふ。三のしたがふ也bいとけなきより、身をおはるまで、
わがままに事を行なふくからず。必ず人にしたがひてなすべし。

－80－
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－貝原益軒、 『女大学」

ところで戦後は日本国憲法の成立により、憲法24条にみられる「家庭生活

における個人の尊厳、両性の本質的平等」の精神に基づいて、これまでの民

法（旧民法）が改正され家の尊重と家長に対する恭順とに特徴づけられた制

度的な家父長的家族が否定され、家族を構成するすべての個々人が尊重され

る近代的な家族になった。そこでは夫婦は対等の立場で、協力して家庭の運

営にあたり、子供も成年に達すれば自由に結婚できるようになった｡また長

子相続制は均分相続制となって、子供は長幼男女の別なく、遺産相続権を均

等にもつことになり、扶養についても親子兄弟のあいだで、相互に平等に義

務をもつものとされた。このような家族形態の歴史的な変遷を顕メリカの社

会学者パージエス（ 1 886～）とロック（1 900～）は制度から友愛」

へということばに要約している。

しかし、わが国の家庭生活は法律が変ったからといって，ただちに変ると

いう性格のものではない。実際の家庭生活においては、家族の相互の人格が

十分に尊重されているとはいえない面がある。しかも「近代家族」 （夫婦家

族）じたいにも問題はある。近代家族は純然たる個人的な愛情と意思によっ

て表現される家族であるところから、ともすれば永続性を保証しがたい不安

定な家族となる危険性をもっている。アメリカの離婚率の激増はそのひとつ

の現われとみられる。また近代家族は、子供の結婚によって親子が別居し、

親の扶養義務を確定的でないところから、いわゆる老人問題が発生する。老

人問題の多くは経済的な困窮にその原因があるが、そればかりではない。家

族は最も心が安らぎ、はなれがたい愛情をもとに構成されているところから、

ふたりだけになった老夫蝿にとって、これまで同居してきた家族とはなれて

暮すことは精神的に大きな苦痛をもたらし、ときとして不安定な精神状態に’

さえおかれる。 アメリカの老人自殺の急増 はこの現われといえる。

職しﾐその機卿物唯
’
1

〔これからの家族〕今日では社会の規模が渦こし：その機能が複雑になるに

つれて、各種の機能をそれぞれにはたす機能的集団も数多く生まれ、いまま

で家族内でおこなわれていたことも、部分的に‘それらにとってかわられるよ

－81－
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１
１うになった。しかし、このことはけっして家族の本来的な意義が失われたこ

とを意味するものではない。社会のしくみが複雑化し、ひとびとの社会的負

担.が大きくなればなるほど、健全な家庭生活を営むことは、かえって重要性
をましはじめてきている。そこでわれわれは新しい家族のあり方を、これま
での家族のあり方を検討しながら、現実の社会に適合した普遍的なものにす

る努力をしなければならない。
《調謝とそのねらい＞

設問'・ 下線①について、 「女大学』の文章を読んで、このような人間関係
の是非を論じなさい。

（ねらい） 実弾に資料にあたってみる習慣を養い、是非を考えさせ、さら
に新しい家族関係のあり方の創造へと発展させる。
設問2．下線(目>について、アメリカでは老人の自殺力墹題になっているが、
わが国では、普通自殺といえば青少年の自殺である。このような両国の自殺
の相違に留意して、その原因を追求しながら両国の家族のあり方を批判しな
さい◎

r強らい）自殺の原因などを通して、わが国と外国の家族との相違に気ずか・
せ、更に普遍的な家族関係のあり方を考えさせる。
《発展的まとめ＞従来の教科書では家族の問題はかなり社会学的な問題と
して構造的な側面に力点がおかれてきた。しかし倫社授業における「家族」
の取り扱いには、その人間関係に中心がおかれなけ測謨ならない。そうする
ことによって、人間のあり方、人間関係の普遍的なあり方を探求する思想部
門へと有機的〈急関係づけることができるし、H、R活動、生徒会活動、クラ
ブ活動などの諸活動にも関連させることができる。また思想部門で思考され
た人間のあり方は、現実の人間生活のあり方の問題に帰着するものであり、

ここに倫社教育の本姿がある。それゆえ、指導内容には第一に家族の動的な
展開過程に中心をおき、第二に資料を具体的にとりいれて思考時間を与え、

第三に外国の家族事情を紹介することによって、はば広い家族観の形成をは

かろうとしたものである。
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6． 職業 一職場の人間関係・職業倫理一

都立板橋高等学校高橋定夫

《重点的なねらい＞職業における生き方、職域における人間関係での生き

方も、おとなとしての人間の生き方の大切なひとつの領域であることを理解

させることがあろう。人間の生活には、自分の私的、個人的生活を満足する

欲求があり、また、地域やその他、生活の環境上の諸条件を住民として、あ

るいは市民として改善するのに関与していると感じることができるとともに、
“W

生産の面でも、生活手殺を手に入れる方便だけでなく、人間として人間の生

活に必要な－端をになって、そこにひとつの役を果して自分の存在佃直を見

つけているということも生きていく張りあいを感じるひとつであろうo

次に、生産的関係において、自分の存在佃直を発見し、またたしかめてい

ける方法も理解させなければならないであろう。生園對係における役割から

きり離して、自分の閉鎖的独善的満足にひたってしまう紀深、自分の人間と

しての本質まで疑われてしまうのでなく、自分が価直を感じて手をかけ、し

かも成果を客観的に評価されるように果すには、組織的生産の活動のなかで

自分をなげかけていこうと関心をもっていることがらやその方向を明確にす

ることと、そこに生かしていく自分の特質を理解すること、そして、それら

のいかしかたや、そのための資質のたくわえ方準備の進め方、あるいはあら

わし方を考えさせる必要があろう。志望とその可能性、組織と自己との間に

は裂目を感じさせるものはあろう。しかし無力感も感じさせるこの裂目も、

人間としての自分の可能的価値を自発的になげかけて方法を追求するスポイ

ルされない立場でみつめていくこともたいせつであろう。

職務や職責を組織的に分担し、分担する役割も高度な知識や技術を伴う専
門化の傾向をつよめている。これを理解して、もし人間が圧倒されスポイル

されるなら、人間の福祉にどんな結果を招くかを考えながら、むしろ託され

ようとしている福祉の危機に対する組細上専門化のうけ入れ方をあきらかに
－85－



する必要があるであろう。

‘〈櫛騨内容の具体的展開＞ 1 ．人間的生活と労働について。自己との対面

が、いっそうはっきりしてくる高校生の特に2年の発達段階では、さまざま

な自己の欲望にまどわされて、自分自身そのしぼり方くこ困っているであろう

から、役割を組織的に分担し、しかも所定の効果をあげる計画的活動である

労働は、強制的束縛であるとしか映らないかもしれない。しかし労働につく

ことは、自己をスポイルすること以外のものではないと考えるならもっと恐

ろしい結果を招くであろう。鋤らく以外のところに自己があり、働らくとこ

ろには自己を殺したロボットしかないとするなら、労働をすればするほど福

祉を碗喪するか、個人的な利益を満足させる単なる手段になりさがることを

気づかせる必要があろう。その意味で、さまざまな職務や職責について知識

をもち、正しい理解をもって、人間生活にかかわる役割の重さを感じさせ、

自分としてこれらにどうかかわるかを啓発させる必要があろう。そこから労
働が、人間を単なる猿から区別する創造的活動であることを理解させていく

ようにはかっていく必要があろう。

2．各自の担当するさまざまな役割の側直。ひとりびとりの分担する役割

は、きわめて微々たるものであり、まして、自分の存在佃直、自分の名誉を

かけた価値のある抱負にくらべたら、さしあたって受けもつ役割はささやか

なものとしか考えることができないであろう。しかし現侃切役割を分担して

脚上の創造に関与している生産漣助の体系においては、その福祉は、だれか
れの私的福祉にとどまるものではなく、われわれ多くの人々の一体の福祉と

きりはなすことのできないものであることをみえるように図る必要があるで

あろう。ひとつひとつの役割はやはり大きな信槙関係の一環にあるのであっ

て、役割をないがしろにできない影響を考えるなら、ひとつとしておろそか

にできないものであることがわかろう。ひとりひとりの人|削性、良識に美し

い幻想的期待をよせた時代ならともかく、おたがいの間に大きな裂目、分裂
があることをかくせない現代においては、福祉の危機の根元をさく．って、一

体でなければならない福祉と、それを創造する役割の連帯を追球しなければ
－84－
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ならない。役割の重大さは、それを軽視したときに災いとしてあらわれるさ

まざまなことがら、公害などをみればあきらかであろう。さまざまな役割で

われわれの生産的活動は構成されているが、それらをちくじ見ていくことに

よりあきらかにしていこう。

3 ．われわれはどのように自分の役割を発見するか。われわれの活動の効

果、成果は、信領感をもたれるとか、人間的なある価値を発見され期待をか

けられる、あるいは地位、役割を伺壬されるとかなど処遇をうけるという具

体的なかたちをとるところまで評価されることになる。しかしどんな信頼関

係、信任関係が生まれるか、どんな佃直を発見されているか、成果を評価す

るものさしはさまざまである．意図的な特定の目的や目標からみられた効果

もあるし、暗黙のうちに直観されて反射的に求め、あるいは避けている効果

もある。あるいは意識のうえで気づかれていない効果もある。したがって、

効果といっても、その正体を見きわめないで漠然とみていることも、固定し

た紋切りがたな判断でみていることもできないのである。まして本質的な価

値をきりはなした当座の調薗的な処遇を満足させる評価であってもよくない

であろう。これらを考えると既製の固定的な目でなく、猿から区別されて

いく人間の本質をなげかけた創造的効果につながっていくことを考えなくて

はならないことを気づかせる必要があろう。自己の本質的価値をかけた創造

的生産の関係がなんであるの小自己において、世のなかを明るくし色あい

をもたせるのには、どんなはたらきがあるかがあきらかにされ、そこから自

分が手がけようとする役割が考えられていくのがよいと考える。

ある方向にみちを選んでいくばあい、それに伴ってさまざまな利害と対面

しなければならないが、この時考えなければならないことは、自分の生活の

ひとつの分野として生産活動をみて、それが自分の意欲をかける対象であり

自分のもつ-部でなく、もっているいろいろなものがひき出される対象であ

るとみるならば、やはり自分の意欲をできるだけ殺さないし自分のもってい

るものができるだけ生かされていく対象でなければならないだろうというこ

とを、対象に対する理解と自己理解および必要な資質を培っていく可能性の
－85－
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理解の啓発とあわせて理解させていく必要があろう。こうしてともかく、自

分の意欲と"RESPONSE時の自負心をかけた自己のみちの端緒をつかませて・

生きがいをみつけるきっかけを作ることが図られなければならないだろう。

4．自己探究の関心と自己開発の習慣化の動機づけ。すぐに「自己のみち」

にめく．りあえるものでもなく、ましてすぐ簡単にできるものでもない。そこ

に「あたり」をつけて自己を探す遍歴と、入ろうとするみちと手がける役割

をよりリアルに理解して自己を養いたくわえる習慣とが必要になってくる理

由がある。自己をきりはなして貧弱にしスポイルする方法でなく、自分の意

欲をかける方向をぶつけて自己を養い育て、そして納得できるように自己を

いかす道を掘りおこしていく方法にであわせる必要がある。

5．生産関係のさまざまな実体を知らせること。生産関係のさまざまにつ

いては、 「政治、経淵の扱う領域もあるので、手(二おえる範囲があるから．

内容を精選・集約する必要があるが、技術革新、組織の合理化や巨大化など
にスポイルされないで、むしろとりこみ方を考え福祉に役だてていく人間性

を強みﾝる必要性を理解する学習と、そこから関心あるいは自己課題を発見し

.C人間性を養う意欲が生まれてくる学習としなければならないだろう。
〈設問とそのねらい＞1 ．生産関係、職場の人間関係を自己をあらわすひと
つの場として見られるよう《二なったか。 2．自分の心の向っている方向、志

望や意欲の向っている対象を探り、自分をできるだけ生かしていける対象を
発見する考えで職業、職責を考えることができるかo 3。与えられた職務に

忠実であるだけでなく、そこに信託されている課題を考えて職務を改善して
いく価値を感じ、自分で手がける何かがかくれていることに気づいたか。
4．職務を改善していくのには、創意心と改善点をみつけ種々の条件をとり

こんで打開策を合理的にみつけて他の人をも納得させていく批判力、推理力、

判断力、説得力などが必要であり、さらに協力者の力をできるだけ生かして

いくための調整力などが必要であるが、そのための人間的資質をどのように

たくわえていくか心の用意ができているか． 5。生かすべき自分の人間的本

体に関心をもち、生かし方を考えて自己形成計画をたて始めたか。
・-．－86－－．
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ス地域 －新しいコミュニティー

都立忍岡高等学校伊藤駿二郎

〈重点的ねらい＞人間は個人として存在すると同時に、近隣や市町村など

の地方自治体に住む多くの人々とのかかわりの中で生活している。新しい指

導要領では「現代社会と人間関係｣の学習について、特に地域社会の学習を

例示していないが、この単元について十分な学習効果をあげるためには、生

徒にとって具体的な生活の場である地域社会の学習は、家族についての学習

とともに欠くことができない。

しかし、地域社会の学習といっても、村落や都市の一般的特質について学

ぶといったように、地域社会を固定的、平面的にとらえるのではなく、わが

国の経済社会の発周二伴って、村落や都市がどのように変質し、またその中

での人間関係がどのように変化してきたかを動態的にとらえさせることが必

要である。地域社会の現実を具体的に分析することによって、地域社会のも

つ今日的問題点を把握させたい。そして、その中から真に民主的な地域社会

（コミュニティ）とは何かを模索させ、その形成に積極的に参加する態度を

養いたい。

〈指導内容の具体的展開》人間は、一定の地域に住み共同生活をすること

によって、共通の生活様式をつくりだし、他の地域に住む人たちとは異った

特徴をもつようになる。このような場合、その人たちの集団を地域社会と呼

んでいる。村落と都市は、ふたつの典型的な地域社会である。村落と都市は

家族とともに、集団としてもっとも基礎的なものであり人間のパースナリ

テイの形成においても､社会生活のしかたにおいても密窪な関係をも｡てい
る。

地域社会としての村落と都市は、相互に比較できる対象的な特徴を備えて

いる。村落は主に農．林．漁業などの第一次産業に従事する人々から構成さ

れている地域社会であり、移動のない固定した生活共同体として、閉鎖的や－

－87－‐
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た都市は、第一次産業以外の従事者によってその大部分が榊成されている地

域社会であり、人口の移動が激しく、開放的・流動的な社会である。したが

って都市では、人間関係の上でも個人主義的色彩が渡く、そこから独立した

人格をお互いに尊重し合い、むや象に私生活に干渉しないという長所が生ず

るが､他面､連帯感や相互扶助の意識が薄く､利己主義に陥るという鶏も
指摘される。

以上のように村落と都市には、地域社会としてそれぞれ異った特徴がみら

れるが、戦後の農地改革をはじめとする民主的諸改革は、地域社会とりわけ

村落の社会構造および人間関係を大幅に変化させる結果となった。加えて近

年における日本経済の急速な成長は、産業構造の変化および地域構造の変化

を通じて生活の場に対しても重大な影響を与え、これを激しく変化させつつ

ある。その変化の一つに地域共同体の崩壊ともいうべき現象がある。わが国

では従来から、その名称はいろいろであるが、 「部落封や「町内会」など

と呼ばれる地域組織が全国的に存在していた。これらの地域組織は地域住民

の親睦、相互扶助といった自治機能とともに行政の末端組織ないしは下請機

関としての機能をあわせもつものであった。しかし、近年このような拘束的
な地域共同体に対する離脱や無関心が増大し、その結果、地域共同体は次第
にその機能を喪失してきた。このような地域共同体崩壊の要因としては、つ
ぎのような事柄をあげることができる。

①交通・通信網の発達とモータリゼーシヨンの進展による生活圏の拡大一
地域共同体に対する人々の依存度を実態的にも心理的にも軽減した。

②人口の都市集中一都市では地域生活に無関心の度合いの強い若年雇用者
層の大量流入短村落では若年膳の流出により、ともに地域共,司体の機能が弱
まり、あるいは維持が困難となった。

③生活様式および生活意識の都市化一経済の高度成長、所得水準の上昇、
消費水準の向上などが進展するとともに、中流階層意識が広まり、個人中心

－88－
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的、合理的生活意識が侵透してきた。

④機能集団の増大一従来地域共同体の果たしていたｽ蕊＝ツ､旅行､趣床
、教養などの機龍が諸種の機能集団に分化し、地域共同体の存在価値を相対

的に低下させた。

⑤家族制度の変革一個人は家から解放され、家を通じて全人格的に結びつ

いていた地域共同体に対する意識を変化させた。

⑬農村における生産構造の変化一農地改革により地主・小作人の身分関係

がなくなり、最近では非農家や出稼農家が増加し、農業生産そのものが住民

の共通目標ではなくなった。

このように、従来の地域共同体が崩壊していくとと自体決して卿蛎向で

はない｡地域共同体の崩壊は､住民にとっては古い束縛からの解放であり、

地域共同体の中に埋没されていた人間性の回復を意味するものでもある。し

かし、今日マイホーム主義という言葉に象徴されるような他人にわずらわさ

れない生活にそれ自体としての価値があるとしても、われわれの生活の中(二

は、地域の人々との交流や相互扶助、環境施設の整備など、人々の協力と信

頼の上に展開される生活の領域が存在することは否定できない。今日最も問

題なのは、古い地域共同体の崩壊のあとに、真に自由で民主的な市民の協力

と相互信頼に基く地域集団＝新しいコミュニティが成立していないことであ

る。地域共l司体の崩壊の中で、個人は拘束性から解放されると同時に、深い

孤立感におちいり、個人では解決できない問題についての不満感や無力感に

悩まされている。その他、このようなコミュニティの不在が青少年の非行化、

犯罪の増加、老人問題、公害問題などさまざまな社会問題の要因となってい

る。現代社会の中で如何にして新しいコミュニティを形成し、その中で如何

にして人間性を回復していくかは今後に残された問題であろう。

〈設問とそのねらい》

設問1 下線①の村落・都市・家族について。それぞれの共通点と相違点を

整埋してみよ。

（ねらい）三つの社会集団を比較させることによって、血縁、地縁の関係を
・・-．89－
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理解させ、基礎的社会集団の概念をつかませる。

設問2 下線②の閉鎖的、停滞的社会とは具体的にどのような社会であろう

か。父母などが農村の出身であれば、戦前の村落社会のしくみなどについ

て話しを聞いて詮よう。

（ねらい） 戦前の村落社会の構造について理解することによって、都市

社会の特質や、戦後における村落社会の変化について理解を深めたい。

設問5下線③に承られる都市社会の人間関係のもつマイナス面について、

日常生活の中から具体的事例を指摘し、その原因を考えてみよ。
（ねらい） 日常生活の中がら、都市生活のもつ問題点(二ついて気付かせ

、それらを解決するためには、新しいコミュニティの形成が必要であるこ

とを痛感させたい。

設問4下&細の新しいコミュニティとはどのような性格と機能をもった集
団でなければならないか。また、その中ではどのような匿瞳をどのように

解決していかなければならないかを考えてみよう。
（+拳らい） 現代の日本では、新しいコミュニティはまだ萌芽的にしか形
成されていない。古い地域共同体に対する反発から背をむける人々もいる。
このような中で、自由で民主的な市民によるコミュニティに対する展望を
もたせたい。

《発展的まとめ＞ この項目は附会集団と人間関係」の一部として位置づ
けられる部分であるが、 「現代社会の特質」における学習との関連が十分に
考えられなければならない。特に、最近における地域社会の変貌を理解する
場含単に社会学的な側面からだけでなく、社会経済的あるいは政治的な観
点からも理解する必要があろう。そこから、政治・経済、日本史など社会科

の他科目への学習の発展を期待されようし、 「現代社会における人間関係」

の学習もいっそう豊かになり、総合的になるであろう。そして、そこにこそ、

附祖での学習が社会的な実践と結びつく契機が存在するであろう。

’
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8.人間杉成の条件 一パーソナリティの形成一

都立城北高等学校松崎千秋

〈重点的ね,二'い》人間形成というのは実に大きなテーマでざいろいろな立
場からアプローチできる。文学作品を使ったり、先哲の生涯からその精神の

軌跡を追うこと毛も学べる。ここではどういう人間力圦格的に良いのかとい

う見方ではなく、矛盾だらけの自分に悩む青年期に、個性をもった一人一人

の人間を独自の存在として価値の上下を離れて客観的に分析してみることは

自他を理解し更に発展していくためにも充分意義があると’患われるので、心

理学的に自己認識を深める、ということに重点をおきたい。紙面の都合上一

パーソナリティ形成の条件についてしかふれていないが、欲求と行動に関す

る心理的メカニズムも基本的な問題としてはずせない部門であると思う。

《指導内容の具体的展開＞

’・ パーソナリティ 青年期に入って、今までとはちがった目で自己をみ

つめるようになると、自分の性格のさまざまな面がにわかに意識されてくる

ことがあるだろうOときには現状の自分に全面的に不満でたたきつぶしたい

衝動にかられることもあるし、すぐれた人に接して憧れとともに自分もあの

ようになろうと自らを励ますこともある。人には各々独特な行動の仕方や思
考傾向があって、それをパーソナリティとよんでいる。性格といってもよい

が、区別するとすれば、性格は感情的、意思的特性が他の人とどのようにち

がうかを強調して使われることが多いのに対し、パーソナリティは、もう少
し大きな見方で、文化的に共通な面も含んださまざまな要素が組み合わされ

た、全体として統一されたその人らしさといえる。

2． パーソナリティ形成の要因 はじめに、もし人が人間社会から全く孤

立して育ったらどうなるか、ということから考えてみよう｡ 1920年、イ

ンドで狼といっしょにいた二人の女の子が発見された。推定7～8才だつた

年上の方はその後1 0年近く生きたが、発見当時彼女は四つ足で歩き、昼ば

－91－
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眠り夜起き出て通吠えし、生肉や腐肉を好詮、手は使わず口を用いる。など

狼の習性が翠られたo言語は全くなくて、二～三のこと{準端･えるようにな

るまで5年もかかったという。フランスで1 800年とiif;"iLされた野生児の

場合も、四つ足で歩く、言語の欠如、その後どのように教育しても－弓人前の

社会人にはなりえなかった点は共通である。この例から次のことがいえよう。

第一に、人は人（社会）によって人になるということ⑭第二に教育に適し

た時期を失ってからの教育はほとんど進歩が望めないということである。他

の動物は一般にかなり完成した形で生哀れ、後天的に形成される面は少ない

が、人間の場合は、その人lNjらしい成熟からみると、はるかにへだたった未

完成な状態で生まれてくる。野生児の例でみるように、人間にとっては生後

の育晩条件が大きな意味をもつのである。

パーソナリティには何層かの厚弓4があって、生涯を通して比較的変わりに

くい深層に気質といわれる謝扮がある◎敏感、社交的、短気、きちょうめん、

な釜溌髻響彗篝二歳擶豐讐豐芸彗二等二鶚妻琴
れていくわけであるが、今度はそのことについてみていこう。

おのおのの社会には異った文化が存在する。日本とアメリカのちがい、ま

た日本でも封建時代と現代ではちがいがあるように。社会文化によって形

成された個人の性格を社会的性格とよぼう。生まれて最初に接する家庭とい

う社会環境の中で子供は親に保護されながら、ほめられたり叱られたりのく

り返しを経て、その社会の伝統的な行動の仕方や価値恵識を身につ{:i･ていく言

他の国へ旅行すると、 |劉民性のちがいをし桑じみ感ずるというのも日分I1J*
－ 一口－ー－ﾏーー

のなかの社会的性格と比較するからであるしGﾐ男らしさや女らしさの於準も

社会によってちがいがあるのは、それが生埋的な条件によるものだけではな

いことを示している。その人の生きた時代が、パーソナリティに与える影瀞

も琴のがせない。④

さて”同じ文化環境でも、光に駐たような生来の素質以外に、幼児期の親

子関係や、社会での立場のちがいなども、多様なパーソナリティをつくる条
一92－
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件となっている。たとえば甘やかされた子は身勝手で攻撃的、反抗的になり

やすいことか、かすわれすぎた子は依頼心が強く、幼児的で自己中心、思い

やりがなくなる、というような裳け方のちがいによるものや、－も人つ子とか

次男とかの兄弟順によるちがいなどは、世間でよく語られるところである｡

立場によるものでは、職業によってつちかわれていく性格がある。職人かた

ぎとかつていわれたものもそれであろう。役割性搭ともいわれている。

ろ． 自我とパーソナリティ． 生来のものと環境との相互のかかわりのなか

からパーソナリティが形成されていくことをゑてきたが、今疫は自我の意識

とのかかわりについて考えよう。人間は社会によってつくられるのだといつ
ノfq,ff

ても、全く受け身につくられていくわけではない。文化には伝達と創造があ

るように、個人は社会の影響をうけながらも独立した主体性をもつ存在であ

る｡むしろ自我にめざめてのちは､その人がその生活においてどのような考

V,､／

え方、行動の仕方を最もすぐれたものとして評価し、選びとる力、の自覚が

鶚蜑鶚篭祭羨喜I熱蝋髻禦駕喜鞍薊
ようなものを超えたところに価値を見出す場合とでは、その身体的条件がそ

の人のパーソナリティに与える影響はちがってくる。環境的条件についても

同じようなことがいえるだろう。パーソナリティは不変ではない。生涯にわ

たって変化していくものであるし、意志の力である程度変えうるものである。

そして人間には限りない'41己実現の欲求がある。タグ･ハマーシヨルドの

日鎚に次のような文がある。 「（1956年、 8月26日）、不安、不奥

不安、なぜならば一魚雌する可能性をしたがってそうする義務を有する

立場にありながら、おまえはその日その日、一瞬-鍵の要求に応ずるだけで

甘んじているからである。」できうる限りの心身の可能性を実現すべく、生

涯にわたって努めていくなかに真のパーソナリティの形成がある。胤己の現

状について悩承ながら客観的にみつめ直すなかに解決のいとく・ちがあり、不一

安や迷いのなかに新しい自分をつくろうとする心がひそんでいる。

〈設問とそのねらい＞

－93－
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設問1． 下線① ［人は人によって人(二なる」というのは具体的にどういう
面でそういえるのか。野生児の例から考えてみよ。またこの文には人とい
う言葉が三回使われているが各々どのように煎未が異るか指摘せよ。
（ねらい）人間にとって陵天的に獲得する部分がいかに重要であるかにつ

いて考えさせる。また人という言葉の多様な使い方から生物としての人の
複雑なあり方に思い至らせる。

設問2． 下線②クレツチマーの説など、気質の類型研究をいくつか調べて
承よ・ ．（ねらい）いくらか専門的な心理学薯を読む機会を与えたい。関心
は高いので読承こなせるし自主的学習を進めるきっかけにもなるだろう。
設問3.下線③イ.民族iとよる行動基準のちがいを具体例で考えてみよ。
ロ、自分のなかの「日本人」を具体的に指摘して承よう。 （ねらい）抽象
化された文を現実に即して考えさせる。また自己のうちの無意識な面をほ
り起こして客観的にとらえる目をつくる試みとしたい。
設問4． ．下線(3)現代社会の特質のところをよく読んで、現代社会がどんな
パーソナリティ ．タイプを要求し、また生み出しているか、考えて詮よ・
（ねらい）これはや上難しいかもしれないが、大切なところである。充分
に考えさせ、また解説を加えてやる必要があるだろう。
設問5． 下線⑤シュプラングーの価値領域の分類について調べてみよ。
（ねらい）との文を更にほり下げて、自己形成の参考にさせたい。ただ、
周囲の一般的な評価の仕方や社会通念も、その人の価値観や自己観に及ぼ
す影響が少なくないことも注意しておきたい｡
《発展的まとめ＞ パーソナリティ形成も、究極的には個人の主体性と責任
に帰することを確認し、そこから次の青年期の諸特徴、現代と青年の課題の
テーマにつなげたい。また、人間形成は体の発達のようにはなめらかにいく
ものではない。むしろさまざまな出来事や人との出会いによるものが大きい。
出来事や時代との関連では、世代論にもふれたい。出会いの点では、人生
観、世界観の章で、さまざまな思想と思想家にふれることの意義にもつなが
っていくだろう。
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一その人|淵関係一，学校

都立葛飾野高等学校木村正雄

《重点的ねらい＞最近、特に学校とは、教師とは何かという借腫がだされ

これらについていろいろと意見がかわされている。生徒の一番身近かな問題

が不明確のま上にされているのは現実の学校生活に対する一つの警鐘として

受けとめてよいのではないかと思う。学校とか授業とか教師とかいうものの

本質を追求していくことは大切だし、それらについて疑問をもち、問いかけ
桃V

ていくこともまた、大切だと思う。 ‘”‘

さて、そこで、学校という集団を構造的、機能的に考察し、学校集団の特性

を把握していさたいと思う。このような構造や機能の分析の中から自ら価値

の問題にめざめ、自分がおかれている高校生としてどんな課題があるかを気
づかせ、その課題に積極的にとりくむ姿勢を養ないたいと思う。また、異性

との交際についてもふれてみたい。性の解放がやLもすると誤ってうけとら

れ、性教育が不充分な現在ではますます性の商品化におどらされ、真の性の

解放、男女の交際が確立しにくい。そこで、男女交際の根本的なものについ

て考え.させることも大切だと思う。その他、H・R・クラブ活動、友人関係

などについても考えられるが、ここでは省略したい。

〈指導内容の具体的展開＞学校はいうまでもなく教育機関であり、･教育と
はなんらかの意味において未成熟と考えられる人間に対して行なわれる意識

的計画的な社会形成をなすもので、学校は人間に社会的形成を加える目的を

もってつくられた機関である。すなわち、学校の機能は周囲の世界に対して

アジヤストする'二必要な道具、技術、知識を生徒に伝えることであり、さら
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るのに対し、解放は習慣からの解放であると考えられる。

教育は一方においては人間を社会的につくるとともに、他方においては社会

を人間的にっ､くっていくことを機能とするものであり、教育における二つの

側面の矛盾は古い社会と新しい社会との対立としてあらわれざるを得ない。

教育は壷この二卿面をよく生かし、かつ調和させることによってのみ教育と

しての機能を果たすことができるからである。

譜難葉踊|墓蕊鱒曇鰹髻雪害壹奎露雲重態
歸墨薑震懸慈譽彗雲簔字釜蓋窯蓋蕪臺害＝篝
人は時間的に区画し一定の規律をもって過ごしていかねばならないし、遊戯

と生活との区別を知り、さらに、高校生になるにつれ古い習慣から解放する

という意味が強くなり、教育者との協力を通じて学問の進歩をはかろうとす

る。教育者と被教育者との間には常に、一方的な関係でなく相互的な協力の

関係が生まれてこなくてはならない。これは双方の側において、何ほどかの

,f瀬と善意なくしては成立しうるものではない。このような特性を本質的に

募彗鑿薑篁撫三顧篭遙露鑿害髻麓姜肇成きれるあ
すなわち、教師と生徒の関係は、両者に学習要求を満足させるために相互依

存関係にあることが必要である。高校生になると、教師の絶対的な権威はく

ずれ－その命令に違反し、これを批判し反抗的態度があらわれてくる。しか

し、一方では、権威の崩壊によって不安、 動揺を覚え、どこかによりどこ

ろを得ようとして、倫理的内面的個性的指導者としての教師を求め、これ二対

して非常な親和的傾倒的態度を示す。教師への反抗も実は、よき指導者を求

めようとする要求の反面である。つまり、よき指導者への要求が強まり、人

間性のめざめ、人格的なものへの要求と相まって、教師に対する態度も反抗1
と信頼の両極端にわかれる。しかし、結局、教師と生徒との間には、相互の

信頼と愛がなければ成立しない｡そのためにば､両者の間緑格的な交わり
－96－
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が必要であり、そこには、指導者と被指導者のきびしい関係もあることを忘

れてはならない。今日のようにマスコミが発達すると、知識や技術は学校ば

かりでなく、あらゆる機関からとりいれられるけれども、師弟間の信頼と愛

は学校集団の中で生まれるものである。

異性との交際については、高校生ごろから、身体的合一をめざす性衝動が旺

盛であるが、それらが昇華されたものが恋愛であり、より価値の高いものを

求めようとするところに発生する。恋愛は男女間の存在共同における愛であ

り、真に一体感で貫ぬかれたものであるが、身体的愛としては永続きするも

のではなく､真に緊迫関係の持続を保証する雪尻頑互の信のみであり､相
互の人格的{割高によって成立つものである。 ，1，‘

このような考えから、健全な異性関係は相互理解でなければならず、男女の

平等性にもとづいた人格的結合としての性関係であること、高校生の段階で

は､男女が合意の里颪砺誇足だけを得ることは､社会学的､心理学的要
素への関心をうばい、その正常な発達を阻害する傾向をもつものである。男

女の交際（性愛）はあくまで人間性尊重のもとに長い間の苦悩の過程を通じ

て築きあげるべきで、一時的な肉体的満足よりも、人間的結びつきの満足の

方が優先し、より深いものである。また、時、場所、場合なども考え、他の

人達との関係を無視して行なうべきものではない。これは、人間の社会的存

在としても当然なことである。今日の性の商品化による性の堕落を排して､‐

真の性の解放につとめなければならない。

〈設問とそのねらい＞

設問1． 下線①社会的及び道徳的基準を伝えることの、この基準はなぜ必要

なのか、 また、なんによってきまると思うか。

（ねらい） 学校集団の機能が地域社会など他の集団とのかかわりあいが

強いことを明確にさせる。

設問2． 下線②解放と束縛とは、具体的にどのようなことをさしているのか

二つの面からのべよ。

（ねらい） 学校や教育の機能が消極的な懲床をもつものでなく、積極的
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な意味ももっていることに気づかせたい。
設問5．下線③水平的及び垂直的関係とは何か。これと同じような人間関
係がこのなかにどのような集団(二墨られるか。
（ねらい） 学校集団の構造の特色について理解させたい。
設問4．下線④教師の愛情と親の愛情の愛情がなぜ異なるか、家族築団と
学校集団の相違から考えよ。

（ねらい） 教師と親の愛情が異なることを理解させ、両者の愛情がそれ
ぞれ大切な機能を果していることに気づかせる。
設問5．下線⑤情義的な関係は、学校以外にどんなところにみられるか。
（ねらい）人間にはフォーマルなものだけでなく、インフオマルなもの
も必要であるこ'とに気づかせる。しかし、タテ社会的な意味でとらえない。
設問6．下線⑥人格的交わりの具体的事例をあげよ。
（ねらい） 毅師と生徒の断絶をなくす具体的な方途について考えさせる。
設問ス下線⑦身体的愛とはどういう意味力、本当に永続しないものか。
（ねらい） 恋愛は人格を高めることに価値があることを認識させる。
設問8.下線③人格的結合としての性関係とは何か。
（ねらい）真の性の解放とは何かを話し合い、考えを深めさせたい。
《発展的まとめ》 学校集団の特質や機能、構造は、家族、職域及び地域社
会と共にとりあげるのも一方法であるが、ここではあえて青年の課題として
とりあげてゑた。それは単に、集団の機能や構造を平板に理解させることを
さけ、現実の学校集団でどう生きたらよいのか、どう考え、どのような行動
をとるべきなのか、いわば実践的課題としてより深く考えさせていく。生徒
と教師という人間関係の中で真の愛情と信頼をうちたてるにはどうあるべき
なのか、また、男女交際や性についてもHRや他教科とは別の形で、より価
値の高いものを追求していく、いわば原理的追求をめざしていくべきもので

ある。社会的存在としての自己が、集団に与える影響と集刷からうける恩恵
とを常に実践的課題として自覚するようにしたい。これを科学的認識からさ

らに、倫理的哲学的思巽へ橘わたしをする一つの課題として位置づけたい。
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